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地
域
活
性
化
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
て

　

昨
年
末
、
衆
議
院
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代

で
、
安
倍
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
経

済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
り
、
円
安

が
進
み
、
そ
れ
に
伴
い
株
価
の
上
昇
が
続
い

て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
し
、
実
経
済
、
地

方
経
済
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回
復

を
実
感
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
の
各
産
業
分
野
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

存
亡
を
か
け
て
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
い
る

真
っ
最
中
で
す
。
危
機
感
は
今
ま
で
に
な

か
っ
た
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。
同
時
に

こ
の
よ
う
な
現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
仙
北
市
の

果
た
す
べ
き
役
割
が
見
え
て
き
た
と
も
言
え

ま
す
。
社
会
ト
レ
ン
ド
を
読
み
違
え
る
こ
と

な
く
、
市
民
と
情
報
を
共
有
し
、
ま
た
開
示

す
る
姿
勢
を
貫
き
25
年
度
の
市
政
運
営
に
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
25
度
は
、
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
種
苗
交
換
会
、
国
民
文

化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
大
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。仙
北
市
に
と
っ
て
、

交
流
人
口
を
拡
大
し
、
冷
え
込
ん
で
い
る
経

済
活
動
の
回
復
と
好
転
の
弾
み
と
な
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
全
て
の
市
民
、
地
域
全

体
で
「
よ
う
こ
そ
仙
北
市
へ
」
の
気
運
を
盛

り
上
げ
、
受
入
体
制
を
万
全
に
市
民
総
参
加

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
関
連
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
施

策
は
さ
ら
に
重
要
で
す
。

  

市
民
生
活
の
安
定
は
、
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
場
の
確
保
に
よ
る
強
固
な
経
済
基
盤

が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
市
民
所
得
の
向
上
策
は
、
第
一
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
定
住
の

循
環
と
い
う
考
え
の
基
、
市
民
の
所
得
を
上

げ
る
た
め
の
目
玉
と
し
て
進
め
て
き
た
６
次

産
業
の
振
興
は
、
蒔
い
た
種
が
芽
吹
い
て
い

て
、
開
花
、
収
穫
は
そ
う
遠
く
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
軸
に
、
農
業
、
商
工
業

の
地
場
産
業
の
振
興
を
強
力
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
仙
北
市
ブ
ラ
ン
ド

と
好
立
地
を
売
り
に
し
た
、
独
創
性
と
将
来

性
を
併
せ
持
つ
新
た
な
産
業
分
野
に
も
進
出

し
ま
す
。

　

福
祉
や
医
療
、
教
育
分
野
に
お
い
て
も
継

続
事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
、
新
規

事
業
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。
中
で
も
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
は
、
市

の
活
力
を
興
す
子
育
て
世
代
に
は
と
て
も
大

切
で
す
。
在
宅
の
子
育
て
や
保
育
園
入
所
待

機
児
童
の
家
庭
で
も
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
手
厚
い
制
度
を
創
設
す
る
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
の
身
体
を
守
る
保
健
や
医
療
で
の

サ
ー
ビ
ス
も
強
化
し
ま
す
。

  

ま
た
、
市
民
が
常
に
安
心
感
を
持
っ
て
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
も
着
実
に
進
め

ま
す
。
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
に
向
け
、

八
割
地
区
の
水
道
施
設
整
備
に
着
手
す
る
ほ

か
、
道
路
網
、
下
水
道
の
整
備
等
、
大
規
模

な
も
の
か
ら
事
細
か
な
も
の
ま
で
広
範
囲
に

渡
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
確
実
に
進
め
ま
す
。

災
害
対
策
で
は
、
農
地
、
林
地
等
の
排
水
対

策
事
業
や
空
き
家
を
台
帳
で
管
理
、
巡
回
指

導
を
行
う
な
ど
、
自
然
災
害
等
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
な
市
民
生
活
を
確

保
し
ま
す
。

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
も
の
は
、
喫
緊
の
課

題
解
決
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
と
取
り

組
み
の
一
例
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
市
民
の

意
見
、
要
望
を
踏
ま
え
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
長
と
し
て
任
期
締
め
括
り
の

年
で
す
。
時
間
は
あ
と
僅
か
で
す
が
、
残
さ

れ
た
期
間
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
一
人
ひ
と

り
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
民
と
と
も
に
歩

む
ま
ち
づ
く
り
を
肝
に
銘
じ
、
最
大
限
の
成

果
を
出
す
た
め
、
市
職
員
と
と
も
に
一
丸
と

な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　

市
議
会
本
会
議
で
の

　
　
　
　
　

   

市
長
政
策
方
針
よ
り
（
抜
粋
）

平成 25 年度施政方針
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仙 北 市 当 初 予 算

区　　　　　分 平成 25年度
予 　算 　額 構成比（％）

1. 市税 2,553,112 13.6
2. 地方譲与税 210,000 1.1
3. 利子割交付金 3,000 0.0
4. 配当割交付金 1 0.0
5. 株式等譲渡所得割交付金 1 0.0
6. 地方消費税交付金 270,000 1.4
7. 自動車取得税交付金 35,000 0.2
8. 地方特例交付金 5,000 0.0
9. 地方交付税 9,000,000 47.8
10. 交通安全対策特別交付金 3,000 0.0
11. 分担金及び負担金 111,464 0.6
12. 使用料及び手数料 258,463 1.4
13. 国庫支出金 1,625,788 8.7
14. 県支出金 1,152,340 6.1
15. 財産収入 21,386 0.1
16. 寄附金 2 0.0
17. 繰入金 785,112 4.2
18. 繰越金 1 0.0
19. 諸収入 885,930 4.7
20. 市債 1,900,400 10.1

合　　　　　計 18,820,000 100.0

区　　　　　分 平成 25 年度
予　 算　額 構成比（％）

 1. 議会費 196,390 1.0 
 2. 総務費 2,245,689 11.9 
 3. 民生費 4,794,485 25.5 
 4. 衛生費 2,429,134 12.9 
 5. 労働費 136,349 0.7 
 6. 農林水産業費 1,198,824 6.4 
 7. 商工費 730,455 3.9 
 8. 土木費 1,867,103 9.9 
 9. 消防費 718,340 3.8 
 10. 教育費 1,633,330 8.7 
 11. 災害復旧費 2 0.0 
 12. 公債費 2,839,898 15.1 
 13. 諸支出金 1 0.0 
 14. 予備費 30,000 0.2 

合　　　　　計 18,820,000 100.0 

○一般会計予算の状況（歳出）
　義務的経費は、人件費が職員数の減により 1 億 568
万 7 千円減の 37 億 1,514 万 8 千円、扶助費が障害者
自立支援給付費などの増により 5,737 万 3 千円の増で
19 億 9,806 万 4 千円、公債費が 2 億 9,550 万 7 千円
減の 28 億 3,989 万 8 千円となっています。
　また、投資的経費では、大規模肥育牛団地整備事業、
岩瀬北野線整備事業、社会資本整備総合交付金事業、
市民会館施設整備事業費などの増により 7 億 3,795 万
3 千円の増で 23 億 7,303 万 1 千円となっています。
　その他の経費では、物件費が角館駅東西自由通路整
備事業に係る委託料、ごみ処理施設の修繕、災害廃棄
物受入関係経費、宅地鑑定評価、選挙関係経費など
の 増 に よ り 1 億 7,774 万 3 千 円 の 増 で 30 億 6,453
万 2 千円、補助費が秋田県種苗交換会協賛会負担
金、秋田内陸縦貫鉄道㈱運営費補助金、国民文化祭仙
北市実行委員会への補助金などの増により 8,499 万
9 千円の増で 19 億 2,182 万 7 千円となっています。 

○一般会計予算の状況（歳入）
　市税は、課税評価額減少に伴う固定資産税の減があっ
たものの、市民税、入湯税等の増見込みにより1億1,842
万 5 千円の増で 25 億 5,311 万 2 千円となっています。
　地方交付税は、国の地方財政対策などにより 1 億円
の減で 90 億円を計上し、市債は、仙北組合総合病院
改築事業費負担金、都市計画街路整備事業債などの増
により 1 億 3,010 万円の増で 19 億 40 万円、うち臨
時財政対策債は 1,000 万円の増で 7 億 4,000 万円となっ
ています。

◆一般会計当初予算目的別歳入内訳

◆一般会計当初予算目的別歳出内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

一般会計  …………  188 億 2,000 万円
特別会計  …………  114 億 5,320 万円
企業会計  …………    66 億 4,892 万円

総額 369 億 2,212 万円

(平成 25年度仙北市当初予算平成 25年度仙北市当初予算
　

政
権
交
代
に
よ
り
国
の
平
成
25
年
度
予
算

編
成
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
や
、
秋
田
県
で
も

知
事
改
選
期
の
た
め
骨
格
予
算
を
基
本
と
す

る
予
算
編
成
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
制
度

改
正
や
政
策
予
算
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
、

未
だ
不
透
明
な
部
分
が
多
数
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
市
勢
前
進
に
向
け
た
行
動
に
一
時
の

停
滞
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
・
県
の

動
向
を
最
注
視
し
、
経
済
対
策
に
連
動
で
き

る
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

は
、
仙
北
市
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
た
め

の
重
要
な
年
度
と
捉
え
、
市
内
産
業
の
育
成

と
強
化
、
市
民
生
活
の
維
持
向
上
、
地
域
の

活
性
化
の
更
な
る
推
進
な
ど
に
重
点
的
か
つ

積
極
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

平成 25 年度当初予算について、その概要をお知らせします
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○
勤
労
雇
用
対
策
費　
　
　
　
　

６
４
２
２
万
６
千
円

　

国
の
緊
急
雇
用
関
係
基
金
の
活
用
や
市
単
独
事
業

で
、
求
職
者
に
対
し
て
次
の
就
労
ま
で
の
短
期
の
雇
用

を
創
出
し
就
業
を
図
り
ま
す
。
（
19
事
業
、
雇
用
予
定

者
32
人
）

○
秋
田
県
種
苗
交
換
会
駐
車
場
造
成
事
業
費
【
新
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

　

｢

第
１
３
６
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会｣

に
係
る
駐
車

場
の
造
成
を
行
い
ま
す
。

○
秋
田
県
種
苗
交
換
会
協
賛
会
負
担
金
【
新
】　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
５
０
万
円

　

｢

第
１
３
６
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会｣

に
係
る
仙
北

市
負
担
金
で
す
。

○
大
規
模
肥
育
牛
団
地
整
備
事
業
費
【
新
】　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
６
１
３
２
万
８
千
円

　

地
元
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し
て
、
県
外
先
進
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
企
業
的
セ
ン
ス
を
備
え
た
、
仙
北
市

産
の
新
た
な
農
業
生
産
法
人
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
ま

す
。
仙
北
市
の
み
な
ら
ず
秋
田
県
肉
用
牛
経
営
の
モ
デ

ル
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
で
、
肉
用
牛
の
生
産
基
盤
の

強
化
・
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
肉
用
牛
生
産
構
造
の

改
革
や
仙
北
市
、
県
産
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
さ

ら
に
は
、
観
光
や
食
産
業
の
振
興
、
雇
用
創
出
な
ど
の

波
及
効
果
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
１
４
万
７
千
円

　

森
林
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
り
資
源
循
環
型
社
会
の

形
成
を
図
り
、
林
業
の
活
性
化
と
住
民
の
生
活
環
境
の

向
上
と
自
然
に
優
し
い
環
境
型
林
業
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
し
、

地
球
環
境
へ
の
貢
献
を
図
り
ま
す
。

　

木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
シ
ス

テ
ム
か
ら
、
介
護
老
人
保
健
施
設
に
し
き
園
と
西
木
温

泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
に
熱
・
電
気
の
供
給
を

行
い
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
支
援
事
業
費　

２
１
０
０
万
円

　

田
沢
湖
高
原
温
泉
郷
か
ら
乳
頭
温
泉
郷
に
か
け
て
、

歩
道
兼
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。
（
総

延
長
Ｌ
＝
5.5
㌔
メ
ー
ト
ル
、
Ｗ
＝
2.0
㍍
、
平
成
25
年
度

事
業
量
Ｌ=

２
４
３
９
㍍
）

○
仙
北
市
推
奨
乾
燥
材
利
用
促
進
事
業
費
補
助
金　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　

仙
北
市
内
で
生
産
さ
れ
た
、
優
良
な
推
奨
乾
燥
材
の

普
及
と
木
材
産
業
の
振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　

建
物
等
の
新
築
や
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
推
奨
乾
燥

材
を
利
用
し
た
場
合
、
施
主
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
新
築
分 

上
限
20
万
円
、
改
築
分 

上
限
10
万
円
）

○
商
店
街
等
賑
わ
い
支
援
事
業
費
補
助
金
【
新
】　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

　

商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、
商
店
街
活
性
化
イ

ベ
ン
ト
や
販
売
促
進
関
連
事
業
、
そ
の
他
賑
わ
い
創
出

事
業
を
行
う
商
店
街
団
体
等
に
対
し
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
市
内
産
品
等
売
込
み
支
援
事
業
費
補
助
金
【
新
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

　

複
数
の
事
業
者
が
首
都
圏
等
で
の
物
産
販
売
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
市
内
産
品
の
販
売
を
行
う
際
の
旅
費
を

支
援
し
ま
す
。

○
観
光
宣
伝
費　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
４
万
８
千
円

　

Ｊ
Ｒ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
さ
れ
る
秋
田
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
秋
田
新
幹
線
の
「
ス
ー

パ
ー
こ
ま
ち
」
の
運
行
を
契
機
と
し
て
、
観
光
団
体
等
と

連
携
し
仙
北
市
へ
の
誘
客
を
進
め
る
と
と
も
に
、
来
て
い

た
だ
い
た
観
光
客
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
お
も
て
な
し
や
地
元
食
材
を
利
用
し
た
料
理
の
提

供
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
東
ア
ジ
ア
観
光
宣
伝
・
誘
客
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
２
万
８
千
円

　

秋
田
県
に
来
ら
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
が
田

沢
湖
・
角
館
地
域
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
連
盟

と
協
力
し
海
外
誘
客
事
業
を
行
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
「
ア
イ
リ
ス
２
」
の
放
映
に
よ
り
観
光
客
が
伸
び
る
と

思
わ
れ
る
韓
国
や
経
済
成
長
が
著
し
い
台
湾
な
ど
に
出
向

き
、
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
滞
在
型

の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

平
成
2 5
年
度
の
主
な
事
業

Ⅰ　

所
得
を
増
や
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　会計別予算総括表 　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
会　　　　計　　　　名 平成 25 年度予算額 平成 24 年度予算額 比　較 伸び率

一般会計 18,820,000 18,239,000 581,000 3.2
集中管理特別会計 4,400,000 4,518,700 △ 118,700 △ 2.6

下水道事業特別会計 1,199,000 1,049,700 149,300 14.2
集落排水事業特別会計 343,700 350,500 △ 6,800 △ 1.9

浄化槽事業特別会計 119,000 111,900 7,100 6.3
国民健康保険特別会計（事業勘定） 4,033,400 3,964,500 68,900 1.7

国民健康保険特別会計（田沢診療施設勘定） 31,700 32,500 △ 800 △ 2.5
国民健康保険特別会計（神代診療施設勘定） 109,100 107,000 2,100 2.0

後期高齢者医療特別会計 292,500 304,300 △ 11,800 △ 3.9
介護保険特別会計 455,700 460,300 △ 4,600 △ 1.0

生保内財産区特別会計 62,900 81,800 △ 18,900 △ 23.1
田沢財産区特別会計 25,000 30,000 △ 5,000 △ 16.7
雲沢財産区特別会計 4,100 3,300 800 24.2

簡易水道事業特別会計 377,100 379,400 △ 2,300 △ 0.6
病院事業会計 6,093,706 5,789,186 304,520 5.3
温泉事業会計 50,144 41,457 8,687 21.0
水道事業会計 505,077 537,707 △ 32,630 △ 6.1

合　　　　　　　　計 36,922,127 36,001,250 920,877 2.6

一般会計当初予算性質別歳出内訳

義務的経費合計 8,553,110   45.4 

　人件費 3,715,148 19.7 

　扶助費 1,998,064 10.6 

　公債費 2,839,898 15.1 

支出することが制度的に義務づけら
れている経費です。（人件費・扶助費・
公債費）

投資的経費合計 2,373,031 12.6 

　普通建設事業費 2,373,029 12.6 

　災害復旧事業費 2 0.0 

道路、橋りょう、公園、公営住宅の建設
など社会資本の整備等に要する経費で
す。（普通建設事業費・災害復旧事業費）

その他の経費合計 7,893,859 42.0 

　物件費 3,064,532 16.3 

　維持補修費 46,519 0.3 

　補助費等 1,921,827 10.2 

　積立金 133,588 0.7 

　投資及び出資金 112,303 0.6 

　貸付金 356,800 1.9 

　繰出金 2,228,290 11.8 

　予備費 30,000 0.2 

義務的経費、投資的経費以外に分類さ
れる経費のことで、上記のものとなっ
ています。

単位：千円、％

義務的経費（45.4%） 投資的経費
（12.6％） その他の経費（42.0%）

一般会計総額 188 億 2,000 万円

当初予算を性質別に分類すると、「義務的経費」・「投資的経費」・
「その他の経費」に分類することができます。

仙 北 市 当 初 予 算 仙 北 市 当 初 予 算
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仙 北 市 当 初 予 算

○
保
育
園
入
所
待
機
児
童
等
支
援
事
業
費
補
助
金【
新
】

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

２
２
７
万
８
千
円

　

認
可
保
育
園
待
機
（
保
留
）
児
童
が
、
認
可
外
保
育

所
等
へ
入
所
し
た
場
合
、
認
可
保
育
所
へ
入
所
し
た
場

合
と
同
等
の
負
担
と
な
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
Ｊ
Ｆ
Ａ
夢
先
生
招
聘
事
業
費
【
新
】  　
　
　

50
万
円

　

Ｊ
Ｆ
Ａ(

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
が
、
小
学
校
高
学

年
生
を
対
象
に
、
日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー

ト
を
学
校
に
派
遣
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
本
人
に
よ
る
夢
の

授
業
を
受
け
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
ふ
る
さ
と
学
習
支
援
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  

２
８
６
万
９
千
円

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
勤
労
観
・
職
業
観
を
育

て
、
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
人
と
し
て
自
立
で
き

る
意
欲
・
態
度
や
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
地
域
の

人
々
の
暮
ら
し
、
伝
統
と
文
化
な
ど
地
域
の
学
校
の
特

色
に
応
じ
た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
神
代
地
区
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創
設
事
業

費
【
新
】　　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

１
１
９
万
８
千
円

　

神
代
地
区
で
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

を
、
よ
り
効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
調
査
・
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
野
球
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催
し
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
の
周
知
・
広
報
を
進
め
ま
す
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業
実
施
補
助
金

【
新
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
１
万
９
千
円

　

桧
木
内
地
区
に
設
立
し
た
「
桧
木
内
て
く
て
く
倶
楽

部
」
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
設
置
を
行
い
ま
す
。

○
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
温
水
プ
ー
ル

改
修
事
業
費
【
新
】  　
　
　
　
　
　

２
９
９
万
３
千
円

水
泳
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を

通
年
行
え
る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
西
木
温
泉
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
の
温
水
プ
ー
ル
設
備
調
査
を
行

い
ま
す
。

○
市
有
財
産
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
推
進
事
業
費
【
新
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
５
万
５
千
円

　

旧
角
館
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
診

断
・
解
体
工
事
に
係
る
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
設
備
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
４
２
１
万
５
千
円

　

平
成
25
年
度
仙
北
市
内
全
域
の
完
成
を
目
標
と
し
た

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
方
針
に
基
づ
き
、
市
と
通
信

事
業
者
と
の
協
調
に
よ
る
基
盤
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

・
整
備
対
象
地
区
：
上
桧
木
内
局
（
49
局
）

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
９
万
７
千
円

　

既
存
の
防
犯
灯
と
街
灯
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の

枠
組
み
を
用
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

更
新
し
ま
す
。

○
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
費

【
新
】　　
　
　
　
　
　

  　

  　
　

３
１
４
３
万
１
千
円

　

公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図

る
た
め
、
花
葉
館
へ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
を
整
備

し
ま
す
。

○
玉
川
温
泉
雪
崩
解
析
事
業
費
補
助
金
【
新
】　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

47
万
６
千
円

　

利
用
者
が
安
全
に
利
用
で
き
る
園
地
と
す
る
た
め
、

雪
崩
解
析
に
係
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

○
岩
瀬
北
野
線
整
備
事
業
費　
　

５
億
２
６
５
０
万
円

　

都
市
計
画
道
路
岩
瀬
北
野
線
の
小
館
（
内
川
橋
）
～

大
風
呂
（
横
町
橋
）
区
間
を
整
備
し
ま
す
。

・
事
業
計
画
Ｌ
＝
４
８
７
㍍　

計
画
幅
員
Ｗ
＝
16
㍍

・
平
成
25
年
度
事
業
内
容　

用
地
買
収
、
建
物
等
移
転

補
償
。

○
角
館
駅
東
西
自
由
通
路
整
備
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

　

Ｊ
Ｒ
角
館
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
整
備
を
行
い

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
基
本
設
計
を
行

い
ま
す
。

○
市
営
住
宅
建
設
調
査
費
【
新
】　　
　

                          

34
万
５
千
円

　

市
営
住
宅
建
設
の
検
討
を
行
う
た
め
の
基
礎
調
査
を

行
い
ま
す
。

○
危
険
空
き
家
対
策
費
【
新
】  　
　

３
３
８
万
５
千
円

　

仙
北
市
内
で
増
加
す
る
空
き
家
対
策
と
し
て
、
地
域

の
活
性
化
と
市
民
の
安
全
・
安
心
の
向
上
を
図
る
た
め
、

危
険
老
朽
空
き
家
を
解
体
撤
去
す
る
際
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

○
図
書
館
安
心
・
安
全
快
適
環
境
づ
く
り
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

  

３
３
７
７
万
円

　

田
沢
湖
図
書
館
を
安
心
・
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
外
壁
等
の
改
修
を
行
い
、
利
用
者
の
環
境
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

○
市
民
会
館
施
設
整
備
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
６
６
万
９
千
円

　

市
民
会
館
を
安
全
・
安
心
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
照
明
の
更
新
や
、
外
壁
等
の
改
修
を
実
施
し
、
利

用
者
の
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

○
市
民
会
館
耐
震
改
修
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
２
９
万
４
千
円

　

市
民
会
館
の
耐
震
改
修
を
行
い
、
利
用
者
の
安
全
確

保
を
図
り
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業
費
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
億
６
６
８
３
万
９
千
円

　

社
会
資
本
整
備
の
促
進
と
安
全
・
安
心
で
潤
い
あ
る

生
活
環
境
の
改
善
、
河
川
等
の
水
質
保
全
の
た
め
、
下

水
道
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
約
25

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
田
沢
湖
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
、
処
理
水
質
と
維
持
管
理
性
向
上
の
た
め
の

改
修
工
事
と
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事
業
費
（
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
）　　
　
　
　
　
　
　
　

  

計
２
億
65
万
円

　

西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
に
隣
接
す
る
田
沢
湖
角
館
東

前
郷
地
区
の
一
部
と
田
沢
湖
神
代
地
区
の
一
部
に
西
明

寺
地
区
簡
易
水
道
を
拡
張
し
て
配
水
管
を
整
備
し
、
水

道
未
普
及
地
域
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

○
災
害
廃
棄
物
受
入
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
８
９
８
万
１
千
円

　

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
の
受
入
を
行
い

ま
す
。

○
国
民
文
化
祭
推
進
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
５
１
万
４
千
円

　

平
成
26
年
度
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
29
回
国
民

文
化
祭
」
に
向
け
、
事
業
計
画
や
先
進
地
視
察
、
普
及

啓
発
等
を
行
う
「
国
民
文
化
祭
仙
北
市
実
行
委
員
会
」

へ
の
補
助
金
で
す
。

（
平
成
25
年
度
プ
レ
大
会　

ア
ー
ト
de
ま
ち
あ
る
き
、

大
正
琴
の
祭
典
） 

Ⅵ　

生
活
を
守
る
仕
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　

を
強
化
し
ま
す

Ⅶ　

そ
の
他

広報せんぼく7

○
が
ん
ば
れ
合
宿
応
援
事
業
費　
　

１
０
５
万
５
千
円

　

仙
北
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・

ゼ
ミ
等
を
行
う
高
校
・
短
大
・
大
学
の
団
体
に
対
し
宿

泊
費
を
助
成
し
ま
す
。
補
助
要
件
を
緩
和
し
、
１
泊
に

つ
き
１
千
円
を
補
助
し
ま
す
。（
限
度
額
10
万
円
）

○
台
湾
修
学
旅
行
誘
致
促
進
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

 　
２
１
０
万
１
千
円

　

秋
・
冬
季
を
中
心
に
台
湾
か
ら
の
修
学
旅
行
を
誘
致
し
、

国
内
修
学
旅
行
閑
散
期
に
お
け
る
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る

た
め
、
現
地
で
の
誘
致
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
台

湾
側
で
ニ
ー
ズ
の
高
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
農
家
民
宿
泊
）

や
ス
キ
ー
体
験
、
学
校
間
交
流
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
市
町
村

負
担
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

 

２
１
７
万
４
千
円

　

秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
関
連
事

業
に
係
る
負
担
金
で
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
誘
客

効
果
を
仙
北
市
へ
取
り
込
み
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り

ま
す
。

○
八
幡
平
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
負
担
金
【
新
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

15
万
円

　

国
立
公
園
八
幡
平
へ
の
誘
客
の
起
爆
剤
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
向
け
、
観
光

振
興
に
対
す
る
効
果
の
検
証
、
資
源
の
洗
い
出
し
と
現

状
確
認
等
を
実
施
し
ま
す
。（
構
成
団
体　

鹿
角
市
・

八
幡
平
市
・
仙
北
市
）

○
茶
文
化
交
流
協
議
会
負
担
金
【
新
】　  　
　

20
万
円

　

「
茶
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
仙
北
市
、
静
岡
県

掛
川
市
、
岐
阜
県
多
治
見
市
、
岩
手
県
奥
州
市
の
４
市

が
連
携
し
、
お
茶
に
関
連
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
や

伝
統
工
芸
品
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

２
０
０
０
万
円

　

仙
北
市
内
の
住
宅
改
善
の
促
進
、
市
民
生
活
の
向
上

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
自
己
の
居
住
の

用
に
供
す
る
住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
市

内
の
事
業
所
に
発
注
し
、
50
万
円
以
上
の
経
費
を
要
し

た
場
合
、
一
定
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道

未
加
入
者
が
新
た
に
加
入
す
る
場
合
、
外
配
管
工
事
に

要
す
る
経
費
に
対
し
一
定
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
（
補

助
金
額
上
限
10
万
円
。
リ
フ
ォ
ー
ム
に
伴
い
、
新
た
に

下
水
道
へ
接
続
す
る
場
合
は
、
10
万
円
加
算
）

○
弘
道
書
院
復
元
事
業
費　
　
　
　
　
　

74
万
５
千
円

　

弘
道
書
院
の
跡
地
を
調
査
し
、
物
理
探
査
（
電
気
探

査
）
に
よ
り
礎
石
等
の
位
置
確
認
を
行
い
ま
す
。

○
三
館
合
同
企
画
展
費
【
新 

】　　
　
　

 

４
３
０
万
円

　

日
本
画
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
歌
人
と
し
て
も
活
躍

し
た
角
館
町
出
身
の
日
本
画
家
「
平
福
百
穂
」
没
後
80

年
に
あ
た
り
、
百
穂
の
特
別
企
画
展
を
三
館
合
同
（
学

習
資
料
館
・
平
福
記
念
美
術
館
・
樺
細
工
伝
承
館
）
で

行
い
ま
す
。

○
人
工
透
析
通
院
費
支
給
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
５
万
４
千
円

　

腎
臓
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方
が
、
人
工
透
析

治
療
を
受
け
る
た
め
医
療
機
関
へ
の
通
院
に
要
し
た
交

通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
障
が
い
者（
児
）タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業
費【
新
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
８
２
万
６
千
円

　

仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
重
度
身
体
障
が
い
者

（
児
）、
知
的
障
が
い
者
（
児
）、
精
神
障
が
い
者
（
児
）、

難
病
患
者
（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
）
の
外
出
支
援
の

た
め
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
給
付
し
、
生
活
圏
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
社
会
参
加
を
促
進
し
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
障
が
い
者
が
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
の
利
用

料
金
の
一
部
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
３
級
）
・
療
育
手

帳
（
Ａ
）
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
・
難
病
患
者

（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
所
有
）

た
だ
し
、
在
宅
の
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
た
め
社
会

福
祉
施
設
入
所
者
は
除
き
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
【
新
】

　
　
　
　
　
　

                                   

５
９
３
万
６
千
円

　

障
害
者
福
祉
施
設
の
整
備
を
行
う
団
体
に
対
し
、
道
路

造
成
に
係
る
経
費
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
中
学
生
入
院
医
療
費
助
成
事
業
費
【
新
】　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

  　
60
万
４
千
円

　

仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生
の
入
院
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

○
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

３
３
４
万
５
千
円

　

在
宅
で
小
学
校
就
学
前
児
童
の
子
育
て
を
す
る
保
護

者
に
対
し
、
仙
北
市
が
指
定
す
る
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に

利
用
で
き
る
「
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
券
」
を
交
付
し
、

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

○
仙
北
組
合
総
合
病
院
改
築
事
業
費
負
担
金
【
新
】　

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　
　

１
億
８
２
２
万
３
千
円

　

大
曲
・
仙
北
地
域
の
医
療
を
担
う
仙
北
組
合
総
合
病

院
整
備
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

○
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
費
補
助
金【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        　
８
１
６
万
７
千
円

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
空
白
地
帯
の
解
消
を
図

る
た
め
、
事
業
立
ち
上
げ
に
要
す
る
経
費
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

○
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
円
滑
化
事
業
費
補
助
金

【
新
】　　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　

  　

  

５
０
０
万
円

　

医
療
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
患
者
が
末
永
く
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
医
療
と
福
祉
の
連
携
に
よ
る
シ
ー
ム

レ
ス
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
確
立
し
ま
す
。   

○
地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
費　

 　
２
３
３
万
円

《
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
型
補
助
金
》

　

市
民
等
団
体
が
地
域
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
、
自
ら
企
画
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

○
地
域
運
営
体
活
動
推
進
費
交
付
金　

４
５
０
０
万
円

　

町
内
会
や
集
落
会
等
、
地
域
の
団
体
で
組
織
さ
れ

た
地
域
運
営
体
が
、
地
域
の
抱
え
て
い
る
様
々
な
課

題
を
解
決
し
、
所
得
や
生
活
基
盤
の
向
上
を
図
る
た

め
の
自
主
的
、
主
体
的
な
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。
（
交
付
限
度
額 
１
運
営
体
５
０
０
万
円
） 

○
行
政
改
革
推
進
費 　
　
　
　
　

  　

 　
46
万
８
千
円

　

行
政
改
革
大
綱
の
進
行
管
理
、
審
議
を
行
う
た
め
の

行
政
改
革
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理

候
補
者
の
選
定
に
関
し
て
、
指
定
管
理
候
補
者
選
定
委

員
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
２
千
円

　

西
湖･

田
沢
湖
姉
妹
湖
提
携   

（
Ｈ
23
・
11･

２
に
提
携
）

事
業
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
と
民
間
団
体
に
よ
る
相
互
の

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
地
元
生
徒
に
よ
る
田
沢
湖
・
ク
ニ
マ
ス
歴
史
事
前
学

　

習
会

②
富
士
河
口
湖
町
で
の
学
習
発
表

③
富
士
山
等
自
然
体
験
学
習

④
西
湖
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
へ
の
参
加

⑤
西
湖
関
係
団
体
と
の
交
流
の
ほ
か
ク
ニ
マ
ス
生
態
に

　

つ
い
て
調
査
・
研
修

　

秋
田
県
・
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
に
つ
い
て
、
素
案
提
出
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
ま

す
。

Ⅱ　

医
療
を
再
生
し

　
　
　
　
　
　

福
祉
を
充
実
し
ま
す

Ⅲ　

市
民
分
権
を
進
め
ま
す

Ⅳ　

行
政
改
革
を
断
行
し
ま
す

Ⅴ　

次
世
代
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す

仙 北 市 当 初 予 算



平成 25 年度仙北市人事異動と機構改革

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
の

人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（　

）
内
は
前
職
等

《
部
長
級
》

▼
総
務
部
長
（
市
民
生
活
部
長
）
高
橋
俊
一
▼
市

民
生
活
部
長
（
市
民
生
活
部
次
長
兼
市
民
課
長
）

羽
川
茂
幸
▼
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

（
福
祉
保
健
部
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長
）
高
藤
久

晴
▼
観
光
商
工
部
長
（
総
務
部
次
長
兼
企
画
政
策

課
長
）
佐
藤
強
▼
建
設
部
長
（
建
設
部
次
長
兼
都

市
整
備
課
長
）
金
谷
正
美
▼
議
会
事
務
局
長
（
観

光
商
工
部
長
）
太
田
和
彦
▼
教
育
部
長
（
総
務
部

次
長
兼
財
政
課
長
）
田
中
宣
男

《
次
長
級
》

▼
総
務
部
次
長
兼
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
（
管

財
課
長
）
高
村
省
弘
▼
総
務
部
次
長
兼
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー
所
長
（
農
林
部
次
長
兼
秋
田
ス
ギ
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
）
高
橋
昇
治
▼
市

民
生
活
部
次
長
兼
環
境
防
災
課
長
（
生
涯
学
習
課

参
事
兼
角
館
公
民
館
長
）
雲
雀
秀
人
▼
農
林
部

次
長
兼
農
山
村
活
性
課
長
（
農
山
村
活
性
課
長
）

後
藤
裕
文
▼
建
設
部
次
長
兼
建
設
課
長
（
建
設
課

長
）
武
藤
義
彦
▼
建
設
部
次
長
兼
下
水
道
課
長

（
下
水
道
課
長
）
高
橋
貞
二
▼
監
査
委
員
事
務
局

長
（
税
務
課
長
）
加
藤
隆
政

▼
（
４
月
３
日
付
）
市
民
生
活
部
次
長
兼
危
機
管

理
監
（
任
期
付
職
員
）
加
古
信
夫

《
総
務
部
》

【
総
務
課
】
▼
参
事
兼
総
務
係
長
（
課
長
補
佐
兼

総
務
係
長
）
齋
藤
栄
子
▼
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長

（
建
設
課
監
理
係
長
）
浅
利
美
智
子
▼
係
長[

岩

手
県
山
田
町
派
遣]

（
主
査[

岩
手
県
山
田
町
派

遣]

）
田
口
俊
彦
▼
主
任
（
主
事
）
照
島
憲
仁
▼

主
事[

秋
田
県
市
町
村
課
派
遣]

（
企
画
政
策
課

主
事
）
草
彅
明
彦
▼
技
術
主
任
（
技
術
員
）
高
橋

栄
喜

【
企
画
政
策
課
】
▼
課
長
（
商
工
課
長
）
平
岡
有

介
▼
課
長
補
佐
兼
情
報
統
計
係
長
（
情
報
統
計

係
長
）
畠
山
幸
誠
▼
課
長
補
佐
兼
企
画
振
興
係
長

（
子
育
て
推
進
課
課
長
補
佐
）
草
彅
雅
人
▼
課
長

補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
（
政
策
推
進
係
長
）
大
澤

裕
司
▼
主
任
（
農
山
村
活
性
課
主
任
）
齋
藤
和
彦

【
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
】
▼
館
長
補
佐
（
施
設
係

長
）
林
崎
文
男
▼
施
設
係
長
（
税
務
課
市
民
税
係

長
）
田
村
政
志

【
財
政
課
】
▼
課
長
（
文
化
財
課
長
）
冨
岡
明
▼

財
政
係
長
（
総
合
産
業
研
究
所
係
長
）
畠
山
徹

【
管
財
課
】
▼
課
長
（
農
山
村
活
性
課
参
事
）
佐

川
昇
平
▼
参
事
（
課
長
補
佐
）
西
宮
忠
雄
▼
課
長

補
佐
（
観
光
課
観
光
施
設
係
長
）
伊
藤
誠
孝
▼
課

長
補
佐
兼
財
産
区
係
長
（
課
長
補
佐
）
伊
藤
聡
▼

管
財
係
長
（
主
査
）
佐
々
木
勇
人
▼
技
術
員
（
企

業
局
工
務
課
技
術
員
）
高
橋
繁
幸
▼[

兼
務]

千

葉
光

【
税
務
課
】
▼
課
長
（
参
事
兼
収
納
対
策
室
長
）

草
彅
裕
士
▼
参
事
兼
収
納
対
策
室
長
（
社
会
福
祉

課
参
事
）
羽
崎
祥
一
▼
課
長
補
佐
（
神
代
出
張
所

地
域
支
援
班
長
）
草
彅
秀
典
▼
市
民
税
係
長
（
総

務
課
職
員
係
長
）
樋
口
幸
一
▼
納
税
係
長
（
田
沢

出
張
所
主
査
）
千
田
千
春
▼
係
長[

秋
田
県
税
務

課
徴
収
特
別
対
策
室
派
遣]

（
社
会
福
祉
課
主
査
）

千
葉
裕
▼
主
任
（
保
健
課
管
理
栄
養
士
）
渡
辺
百

合
子
▼
主
事
（
主
事[

秋
田
県
税
務
課
徴
収
特
別

対
策
室
派
遣]

）
渡
邉
吉
紀

【
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー[

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー]

】
▼
参
事
（
都
市
整
備
課
参
事
兼
住
宅
公

園
係
長
）
草
彅
正
敏
▼
所
長
補
佐
兼
地
域
支
援
班

長
（
地
域
支
援
班
長
）
藤
原
一
恵

【
田
沢
出
張
所[

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー]

】
▼
主
任

（
農
山
村
活
性
課
主
任
）
千
葉
光

【
神
代
出
張
所[

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー]

】
▼
参
事

（
所
長
補
佐
）
田
口
貴
代
子

【
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー[

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー]

】

▼
所
長[

兼
務]

高
村
省
弘
▼
参
事
（
環
境
防
災

課
参
事
）
大
澤
龍
太
郎
▼
所
長
補
佐
（
管
財
課
財

産
区
係
長
）
奥
田
良
一
▼
所
長
補
佐
兼
地
域
支
援

班
長
（
地
域
支
援
班
長
）
千
葉
正
▼
技
術
員
（
に

し
き
園
介
護
員
）
青
山
睦

【
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー[

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー]

】

▼
所
長[

兼
務]

高
橋
昇
治
▼
所
長
補
佐
（
地
域

支
援
班
長
）
伊
藤
一
智
▼
地
域
支
援
班
長
（
市
民

課
主
査
）
小
林
ひ
ふ
み

【
桧
木
内
出
張
所[

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー]

】
▼
所

長
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
芳
賀
昭
範

【
上
桧
木
内
出
張
所[

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー]

】
▼

所
長[

兼
務]

芳
賀
昭
範
▼
主
査
（
秋
田
ス
ギ
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
主
査
）
小
林
正
人

《
市
民
生
活
部
》

【
市
民
課
】
▼
課
長
（
参
事
）
佐
藤
祥
子
▼
課
長

補
佐
兼
市
民
係
長
（
市
民
係
長
）
渡
辺
美
幸
▼
主

査[

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
派
遣]

（
主
任[

後

期
高
齢
者
医
療
連
合
派
遣]

）
浅
利
正
幹
▼
主
任

（
税
務
課
主
任
）
高
橋
章
典
▼
主
任
（
財
政
課
主

任
）
鈴
木
航
▼
主
任
（
商
工
課
主
任
）
高
橋
牧
子

▼
主
事
（
新
規
採
用
）
高
橋
怜
史

【
環
境
防
災
課
】
▼
課
長[

兼
務]

雲
雀
秀
人
▼

参
事
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
雲
雀
昭

彦《
福
祉
保
健
部
》

【
社
会
福
祉
課
】
▼
課
長
（
に
し
き
園
事
務
長
）

嶋
村
武
雄
▼
参
事
兼
福
祉
政
策
係
長
（
課
長
補
佐

兼
福
祉
政
策
係
長
）
長
松
谷
光
▼
課
長
補
佐
兼
査

察
指
導
員
（
財
政
課
財
政
係
長
）
武
藤
衝
▼
主
査

（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
主
査
）
菅
原
文
子
▼
主
事

（
観
光
課
主
事[

秋
田
県
観
光
振
興
課
派
遣]

）
橋

本
嶺
▼
主
任
保
健
師
（
保
健
師
）
柴
田
由
子

【
子
育
て
推
進
課
】
▼
課
長
補
佐
兼
家
庭
援
護
係

長
（
課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
）
伊
藤
静
子

▼
子
育
て
支
援
係
長
（
家
庭
援
護
係
長
）
若
松
正

輝
▼
主
任
（
都
市
整
備
課
主
任
）
伊
澤
達
也
▼
主

事
（
新
規
採
用
）
山
田
葵

【
生
保
内
保
育
園
】
▼
副
園
長
（
田
沢
幼
稚
園
長
）

田
中
雅
子
▼
主
査
保
育
士
（
田
沢
幼
稚
園
主
査
教

諭
）
稲
田
文
子

【
神
代
保
育
園
】
▼
副
園
長
（
生
保
内
保
育
園
副

園
長
）
荒
木
田
真
由
美
▼
主
査
保
育
士
（
生
保
内

保
育
園
主
査
保
育
士
）
浦
山
光
子
▼
保
育
士
（
新

規
採
用
）
相
馬
千
穂
▼
技
術
員
（
角
館
保
育
園
技

術
員
）
船
山
純
子

【
角
館
保
育
園
】
▼
副
園
長
（
角
館
西
保
育
園
副

園
長
）
後
藤
裕
美
子
▼
副
園
長
（
白
岩
小
百
合
保

育
園
副
園
長
）
田
口
瞳
▼
主
査
保
育
士
（
神
代
幼

稚
園
主
査
教
諭
）
熊
谷
ひ
と
み
▼
主
査
保
育
士

（
白
岩
小
百
合
保
育
園
主
査
保
育
士
）
佐
々
木
光

子
▼
主
任
保
育
士
（
角
館
西
保
育
園
保
育
士
）
戸

村
友
紀
子
▼
保
育
士
（
新
規
採
用
）
長
谷
川
貴
美

子【
白
岩
小
百
合
保
育
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
神
代

保
育
園
副
園
長
）
高
橋
恵
子
▼
副
園
長
（
角
館
保

育
園
副
園
長
）
新
目
ユ
ミ
子
▼
保
育
士
（
中
川
保

育
園
保
育
士
）
加
藤
佳
澄

【
角
館
西
保
育
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
中
川
保
育

園
長
）
鈴
木
美
代
子
▼
主
査
保
育
士
（
角
館
保
育

園
主
査
保
育
士
）
秋
山
千
秋
▼
保
育
士
（
新
規
採

用
）
鈴
木
織
恵

【
中
川
保
育
園
】
▼
園
長
（
ひ
の
き
な
い
保
育
園

長
）
辻
谷
恵
子

【
ひ
の
き
な
い
保
育
園
】
▼
園
長
（
白
岩
小
百
合

保
育
園
長
）
堀
川
満
喜
子

【
長
寿
支
援
課
】
▼
課
長
（
社
会
福
祉
課
参
事
）

佐
川
厚
子
▼
課
長
補
佐
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
管
理
者
（
係
長
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
管
理

平
成
25
年
度

仙
北
市
人
事
異
動
と
機
構
改
革

機
構
改
革
に
よ
り
組
織
再
編
さ
れ
ま
す
。

機
構
改
革
と
人
事
異
動
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
財
政
課
の
所
属

機
関
『
入
札
契
約
室
』
を
会
計
課
の
所
属
機
関
に

変
更
し
ま
す
。
１

　

平
成
25
年
度
に
大
曲
・
仙
北
地
域
で
開
催
さ
れ

る
「
第
１
３
６
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」
の
推
進

活
動
に
取
り
組
む
た
め
、
農
山
村
活
性
課
の
所
属

機
関
『
種
苗
交
換
会
招
致
推
進
室
』
を
『
種
苗
交

換
会
推
進
室
』
に
改
称
し
ま
す
。
２

　

平
成
25
年
に
秋
田
県
で
実
施
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
６
社
に
よ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
活
動
に
取
り
組
む
た
め
、

観
光
課
の
所
属
機
関
に
『
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
室
』
を
新
設
し
ま
す
。
３

　

平
成
26
年
度
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
『
第
29

回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
』
の
推
進
活

動
に
取
り
組
む
た
め
、
教
育
委
員
会
に
『
国
民
文

化
祭
推
進
室
』
を
新
設
し
ま
す
。
４

市
立
角
館
総
合
病
院
建
設
の
推
進
活
動
に
取
り

組
む
た
め
、
同
病
院
に
『
角
館
総
合
病
院
建
設
推

進
室
』
を
新
設
し
ま
す
。
５

▲

会計管理者

会計課

検査室

入札契約室

総務部

財政課

入札契約室

所属機関の変更

農林部

農山村活性課

種苗交換会招致推進室

種苗交換会推進室

▲改称

１２

４

教育委員会

教育総務課

教育指導課

生涯学習課

スポーツ振興課

文化財課

国民文化祭推進室
新設

３

観光商工部

観光課

仙北市ツーリストインフォ
メーションセンター

デスティネーションキャン
ペーン推進室

新設

５

市立角館総合病院

総務管理課

医事課

病歴管理課

角館総合病院建設推進室
新設

事務部

　

組
織
再
編
に
よ
る
人
事
異
動
の
ほ
か
、
防
災
対

策
や
危
機
管
理
に
あ
た
る
専
門
の
職
員
と
し
て
、

自
衛
官（
４
月
１
日
付
で
陸
自
退
職
）を
任
用（
４

月
３
日
付
）
し
、
市
民
生
活
部
次
長
兼
危
機
管
理

監
と
し
て
配
置
し
ま
す
。
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者
）
大
石
好
子

【
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
】
▼
係
長
（
角
館
公
民

館
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長
）佐
藤
憲
悦
▼[

兼
務]

藤
川
美
紀

【
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長[

兼
務]

佐
川

厚
子
▼
係
長
（
保
健
課
総
務
係
長
）
保
坂
博
明
▼

主
査
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
主
査
）
伊
藤
静

【
に
し
き
園
】
▼
事
務
長
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
）
赤
坂
宏
秀
▼
理
学
療
法
士
（
市
立
角
館
総

合
病
院
理
学
療
法
士
）
青
柳
智
子
▼
看
護
師
（
市

立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
）
鈴
木
喜
子

【
保
健
課
】
▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
企
業
局

業
務
課
業
務
係
長
）
杉
本
貴
志
▼
母
子
保
健
係

長
兼
主
任
保
健
師
（
保
健
指
導
係
長
兼
主
任
保
健

師
）
坂
本
久
子
▼
成
人
保
健
係
長
兼
主
任
保
健
師

（
予
防
衛
生
係
長
兼
主
任
保
健
師
）
阿
部
栄
子
▼

主
任
（
社
会
福
祉
課
主
事
）
髙
橋
三
千
年
▼
保
健

師
（
新
規
採
用
）
藤
田
麻
子
▼[

兼
務]

西
宮
律

子
▼[

兼
務]

伊
藤
カ
オ
リ

【
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
（
副
所
長
）
藤

原
喜
明
▼[

兼
務]

杉
本
貴
志
▼[

兼
務]

髙
橋

三
千
年
▼[

兼
務]

藤
田
麻
子

【
西
明
寺
診
療
所
】
▼
主
任
看
護
師
（
看
護
師
）

阿
部
美
由
紀

《
農
林
部
》

【
農
山
村
活
性
課
】
▼
課
長[

兼
務]

後
藤
裕
文

▼
参
事
（
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
）
竹
下
義
博

▼
課
長
補
佐
兼
農
務
係
長
（
課
長
補
佐
）
藤
村
幸

子
▼
主
任
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）
小
木
田

満
洋
▼
主
任
（
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
・
学
習
資
料
館

主
任
）
齋
藤
五
月
▼
主
事
（
生
涯
学
習
課
主
事
）

筒
崎
祐
也
▼[

兼
務]

齋
藤
洋

【
種
苗
交
換
会
推
進
室
】
▼
室
長
（
農
山
村
活
性

課
参
事
兼
種
苗
交
換
会
招
致
推
進
室
長
）
浅
利
芳

宏
▼
参
事
（
種
苗
交
換
会
招
致
推
進
室
参
事[

秋

田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
派
遣]

）
大
川
寿
▼
参

事
（
種
苗
交
換
会
招
致
推
進
室
参
事[

秋
田
お
ば

こ
農
業
協
同
組
合
派
遣]

）
高
橋
英
子
▼
総
務
班

長
（
農
山
村
活
性
課
農
務
係
長
兼
種
苗
交
換
会
招

致
推
進
室
総
務
班
長
）
齋
藤
洋
▼
企
画
班
長
（
農

山
村
活
性
課
係
長
兼
種
苗
交
換
会
招
致
推
進
室

企
画
班
長
）
嶋
村
重
美

【
秋
田
ス
ギ
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
】
▼

参
事
兼
所
長
（
上
桧
木
内
出
張
所
所
長
補
佐
）
浅

利
和
嗣
▼[

兼
務]
筒
崎
祐
也

【
総
合
産
業
研
究
所
】
▼
参
事
（
農
山
村
活
性
課

参
事[

秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
派
遣]

）
佐

藤
人
志
▼
係
長[

㈱
あ
き
た
食
彩
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

派
遣]

（
商
工
課
主
任[

財
団
法
人
あ
き
た
企
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
派
遣]

）
千
代
雅
和

《
観
光
商
工
部
》

【
観
光
課
】
▼
参
事
（
課
長
補
佐
）
高
橋
和
宏
▼

観
光
施
設
係
長
（
主
査
）
栗
原
和
彦
▼
主
任
（
環

境
防
災
課
主
任
）
戸
堀
忠
俊
▼
主
事
（
新
規
採
用
）

菅
原
耕
洋

【
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進

室
】
▼
室
長[

兼
務]

草
彅
博
美
▼[

兼
務]

高

橋
和
宏
▼[

兼
務]

泉
谷
衆
▼[

兼
務]

冨
木
弘

一
▼[

兼
務]

細
川
秀
清
▼[

兼
務]

熊
谷
英
樹

▼[

兼
務]

阿
部
聡
▼[

兼
務]

佐
々
木
美
樹
子

【
商
工
課
】
▼
課
長
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
参
事
）

黒
澤
久
美
子
▼
参
事
兼
労
政
雇
用
係
長
（
課
長
補

佐
兼
労
政
雇
用
係
長
）
阿
部
慶
太
▼
主
事
（
新
規

採
用
）
畠
澤
史
佳

《
建
設
部
》

【
建
設
課
】▼
課
長[

兼
務]

武
藤
義
彦
▼
参
事（
生

涯
学
習
課
参
事
兼
市
民
会
館
長
兼
田
沢
湖
図
書

館
長
）
高
橋
吉
一
▼
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長
（
税

務
課
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長
）
嶋
村
寅
年
子
▼
課

長
補
佐（
工
事
係
長
）門
脇
秀
利
▼
工
事
係
長（
角

館
地
域
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
班
長
）
三
木
啓
元
▼

主
任
（
企
業
局
工
務
課
主
任
）
金
谷
孝
昭
▼[

兼

務]

田
口
孝
男

【
都
市
整
備
課
】
▼
課
長
（
会
計
課
参
事
兼
検
査

室
長
）
簗
田
正
▼
参
事
（
課
長
補
佐
）
茂
木
博
巳

▼
住
宅
公
園
係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
長
）
高
橋
達

【
下
水
道
課
】
▼
課
長[

兼
務]

高
橋
貞
二
▼
参

事
（
課
長
補
佐
）
吉
田
稔
▼
課
長
補
佐
（
文
化
財

課
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
兼
桜
係
長
）
橋
本
定

美
▼
整
備
係
長
（
主
任
）
松
本
賢
悟

《
会
計
管
理
者
》

【
会
計
課
】
▼
参
事
兼
会
計
係
長
（
課
長
補
佐
兼

会
計
係
長
）
草
彅
髙
子
▼
主
任
（
主
事
）
中
嶋
り

え

【
検
査
室
】
▼
参
事
兼
室
長
（
建
設
課
参
事
）
佐

藤
龍
喜

【
入
札
契
約
室
】
▼
室
長[

兼
務]

佐
藤
龍
喜
▼

主
任
（
財
政
課
入
札
契
約
室
主
任
）
渡
辺
直
弥

《
教
育
委
員
会
》

【
教
育
総
務
課
】
▼
参
事
兼
総
務
係
長
（
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
）
高
倉
忠
子
▼
主
事[

技
師]

（
建

設
課
主
事[

技
師]

）
国
井
武

【
教
育
指
導
課
】
▼
参
事
（
課
長
補
佐
）
渡
辺
久

信
▼
課
長
補
佐
兼
教
育
指
導
係
長
（
西
木
地
域
セ

ン
タ
ー
地
域
支
援
班
長
）
芳
賀
満
希
子

【
田
沢
幼
稚
園
】
▼
園
長
（
神
代
幼
稚
園
副
園
長
）

平
岡
千
寿
子
▼
教
諭
（
新
規
採
用
）
小
久
保
佳
代

【
神
代
幼
稚
園
】
▼
副
園
長
（
神
代
保
育
園
主
査

保
育
士
）
川
井
朋
子
▼
教
諭
（
角
館
保
育
園
保
育

士
）
伊
藤
真
希

【
生
保
内
中
学
校
】
▼
技
術
主
任
（
神
代
小
学
校

技
術
主
任
）
田
村
美
紀
子

【
田
沢
湖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
補
佐
（
係

長
）
運
藤
俊
子

【
西
木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▼
参
事
兼
所
長
（
西

木
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
芳
賀
京
子

【
生
涯
学
習
課
】
▼
課
長
兼
生
涯
学
習
係
長
（
課

長
）
成
田
祐
子
▼
主
任
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
主
任
）
青
山
昌
宏
▼
主
任
（
桧
木
内
出
張
所
主

任
）
浅
利
大
輔

【
国
民
文
化
祭
推
進
室
】
▼
室
長
（
再
任
用
）
草

彅
悟
▼[

兼
務]

成
田
祐
子
▼
班
長
（
企
画
政
策

課
主
任
）
武
藤
寛
幸
▼
主
任
（
生
涯
学
習
課
主
任
）

高
橋
由
紀

【
田
沢
湖
公
民
館
】
▼
参
事
兼
館
長
（
税
務
課
課

長
補
佐
）
戸
村
和
子

【
角
館
公
民
館
】
▼
参
事
兼
館
長
（
教
育
指
導
課

参
事
）
本
田
俊
彦
▼
技
術
員
（
市
立
田
沢
湖
病
院

介
護
員
）
大
石
基

【
西
木
公
民
館
】
▼
主
査
（
主
任
）
門
脇
千
秋

【
市
民
会
館
】
▼
参
事
兼
館
長
（
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
館
長
補
佐
）
藤
原
眞
榮
▼
館
長
補
佐
兼
管
理

係
長
兼
事
業
係
長
（
館
長
補
佐
兼
事
業
係
長
）
新

田
康
久
▼
主
任
（
建
設
課
主
任
）
高
橋
三
輝

【
田
沢
湖
図
書
館
】
▼
館
長[

兼
務]

藤
原
眞
榮

【
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
・
学
習
資
料
館
】
▼
館
長
補

佐
兼
管
理
係
長
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
）
松
橋
幸
太
郎
▼
業
務
係
長
（
市
民
会

館
管
理
係
長
）
萩
原
宏
道

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】
▼
参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
長
（
課
長
補
佐
）
草
彅
正
勝
▼
主
任
（
市
民
課

主
任
）
金
野
真
悟

【
文
化
財
課
】
▼
課
長
（
下
水
道
課
参
事
）
小
松

誠
一
▼
参
事
兼
桜
係
長
（
観
光
課
課
長
補
佐
）
中

村
和
彦
▼
文
化
財
係
長
（
主
査
）
山
形
幸
子

【
平
福
記
念
美
術
館
】
▼
管
理
係
長
兼
事
業
係
長

（
主
査
）
小
松
亜
希
子

《
議
会
事
務
局
》

▼
参
事
（
事
務
局
長
補
佐
）
三
浦
清
人

《
監
査
委
員
事
務
局
》

▼
書
記[

係
長]

（
会
計
課
主
査
）三
浦
純
子
▼[

併

任]

石
橋
良
晴

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

▼
参
事
（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
鶴

田
和
則
▼
書
記[

主
査]

（
子
育
て
推
進
課
主
査
）

堀
川
順
子

《
農
業
委
員
会
事
務
局
》

▼
参
事
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
伊
藤
一
彦

《
企
業
局
》

【
業
務
課
】
▼
業
務
係
長
（
神
代
診
療
所
主
査
）

真
崎
智
明

【
工
務
課
】
▼
課
長
（
参
事
）
山
田
幸
一
▼
課
長

補
佐
（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
辻
義
男

▼
主
任（
下
水
道
課
主
任
）柴
田
政
文
▼
主
任（
西

木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
）
門
脇
久
行

《
市
立
田
沢
湖
病
院
》

【
診
療
科
】
▼
内
科
医
師[

併
任]

（
秋
田
県
健
康

福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）
髙
本
淳
▼
栄
養
科
技

師
長
（
主
任
栄
養
士
）
大
山
と
し
子

【
看
護
科
】
▼
看
護
師
長
（
市
立
角
館
総
合
病
院

主
任
看
護
師
）
千
葉
久
子
▼
主
任
看
護
師
（
市
立

角
館
総
合
病
院
看
護
師
）
千
葉
曜
▼
主
任
看
護
師

（
看
護
師
）
藤
原
明
美
▼
看
護
師
（
市
立
角
館
総

合
病
院
助
産
師
）
大
山
香
愛
▼
主
任
介
護
員
（
総

務
課
技
術
主
任
）
田
中
千
笑
美

【
事
務
局
（
総
務
管
理
課
）】
▼
課
長
補
佐
兼
医
事

係
長
（
総
務
管
理
係
長
兼
医
事
係
長
）
藤
村
史
人

▼
総
務
管
理
係
長
（
主
査
）
三
浦
健
二

《
市
立
角
館
総
合
病
院
》

【
診
療
部
】
▼
血
管
内
脳
神
経
外
科
科
長
兼
手
術

室
室
長
（
血
管
内
脳
神
経
外
科
科
長
兼
放
射
線
科

科
長
兼
手
術
室
室
長
）
山
口
卓
▼
総
合
診
療
科
科

長[

併
任]

（
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課

よ
り
）
佐
藤
裕
太
▼
消
化
器
内
科
科
長
（
新
規
採

用
）
児
玉
健
太
▼
放
射
線
科
科
長
（
消
化
器
内
科

科
長
）
田
場
久
美
子
▼
産
婦
人
科
医
長
（
新
規
採

用
）
久
保
真
一
▼
消
化
器
内
科
医
師
（
新
規
採
用
）

片
岡
伸
一
▼
精
神
科
医
師
（
新
規
採
用
）
小
泉
健

太
郎
▼
整
形
外
科
医
師
（
新
規
採
用
）
斉
藤
公
男

▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
技
師
長
（
主
任
理
学

療
法
士
）
髙
橋
一
人
▼
主
任
放
射
線
技
師
（
放
射

線
技
師
）
小
館
朋
子
▼
理
学
療
法
士
（
に
し
き
園

理
学
療
法
士
）
村
岡
康
成

【
看
護
部
】
▼
第
３
西
病
棟
主
任
看
護
師
（
第
４

西
病
棟
主
任
看
護
師
）
佐
藤
智
加
子
▼
第
４
西

病
棟
主
任
看
護
師
（
第
３
西
病
棟
主
任
看
護
師
）

阿
部
真
須
美
▼
第
４
東
病
棟
主
任
看
護
師
（
市
立

田
沢
湖
病
院
主
任
看
護
師
）
小
林
美
佳
▼
助
産
師

（
市
立
田
沢
湖
病
院
助
産
師
）
高
橋
栄
子
▼
看
護

師
（
市
立
田
沢
湖
病
院
看
護
師
）
信
田
し
の
ぶ
▼

看
護
師
（
に
し
き
園
看
護
師
）
菅
原
真
由
三

【
事
務
部
（
総
務
管
理
課
）】
▼
主
任
（
主
事
）
髙

橋
芳
苗
▼
主
事
（
企
画
政
策
課
主
事[

秋
田
県
医

務
薬
事
課
派
遣]

）
赤
坂
知
衡

【
事
務
部
（
医
事
課
）】
▼
課
長
補
佐
（
主
査
）
高

橋
牧
子
▼
医
事
係
長
（
主
査
）
朝
水
恵
子

【
事
務
部
（
角
館
総
合
病
院
建
設
推
進
室
）】
▼
室

長
（
総
務
管
理
課
参
事
）
茂
木
雅
宏
▼
班
長
（
教

育
総
務
課
主
任
）
小
林
龍
夫

《
退
職
者
》

▼
倉
橋
典
夫
▼
高
田
紀
市
▼
佐
藤
秋
夫
▼
高
橋

浩
二
▼
安
杖
孝
正
▼
浅
利
武
久
▼
田
中
司
▼
佐

藤
く
み
子
▼
伊
藤
タ
ツ
子
▼
山
舘
桃
▼
高
橋
悦

子
▼
難
波
辰
雄
▼
木
元
昭
吉
▼
柴
田
真
理
子
▼

高
橋
昭
彦
▼
佐
々
木
純
悦
▼
高
橋
慶
子
▼
石
崎

多
代
子
▼
梅
田
沙
織
▼
小
原
リ
ヱ
子
▼
佐
藤
久

美
▼
草
彅
悟
▼
新
山
弘
伸
▼
田
口
歌
子
▼
藤
田

富
美
子
▼
布
谷
毅
久
雄
▼
熊
谷
直
人
▼
竹
村
早

苗
▼
稲
田
忠
晴
▼
渡
邉
健
▼
糸
井
ミ
エ
▼
前
田

康
晴
▼
佐
藤
雄
太
▼
河
野
哲
也
▼
亀
山
沙
恵
子

▼
佐
々
木
敏
秋
▼
佐
藤
範
子
▼
菅
原
優
子
▼
深

田
志
津
子
▼
鈴
木
る
り
子
▼
茂
木
絹
子
▼
米
沢

ア
ツ
子
▼[

任
期
満
了]

髙
橋
眞
行
美

《
帰
任
》

▼[

秋
田
県
へ]

青
山
和
憲
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１

２

３

４

５

平
成
25
年
度

春
の
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

雪
消
え
と
と
も
に
、
沿
道
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
が
目
立
つ
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
も
『
春
の
一
斉
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
』
を
次
の
日
程
で
設
定
し

ま
し
た
の
で
、
各
地
区
の
町
内
会
な

ど
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時
／

◎
角
館
地
区
／
４
月
14
日
（
日
）

　
午
前
６
時
～

◎
田
沢
湖
・
西
木
地
区
／
4
月
21
日

　（
日
）　
午
前
６
時
～

●
場
所
／
自
宅
周
り
、
町
内
会
館
周

　

り
、沿
道
、側
溝
、桧
木
内
川
堤
（
角

　

館
地
区
）
な
ど

●
集
め
方
／
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
と
「
燃

　

え
な
い
ゴ
ミ
」
を
別
々
の
袋
に
集

　

め
、
町
内
の
ゴ
ミ
集
積
所
に
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
す
る
袋
は
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋

　

の
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
で

　

も
構
い
ま
せ
ん
が
、
使
用
す
る
袋

　

に
は
必
ず
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
（
○

　

○
町
内
）」
と
大
き
く
書
い
て
く
だ

　

さ
い
（
未
記
載
の
も
の
は
収
集
し

　

ま
せ
ん
）。
た
だ
し
、
肥
料
袋
は
使

水
道
料
金
等

市
営
住
宅
使
用
料

墓
地
管
理
手
数
料

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付

サ
ー
ビ
ス
の
公
金
取
扱
が

広
が
り
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
・
固
定
資
産
税
・
市
県
民

税
・
軽
自
動
車
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
で
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
で
き
る

「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
」
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
は
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
等
・
市
営
住
宅
使
用
料
・

墓
地
管
理
手
数
料
に
つ
い
て
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仙
北
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業

　

仙
北
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
う
方
に
対
し
、
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
現
在
申
請
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
豪
雪
に
よ
る
被

害
を
受
け
た
住
宅
の
屋
根
・
外
壁
等

に
対
し
て
も
一
定
の
条
件
の
も
と
に

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
助
成
内
容
／
住
宅
の
増
改
築
・
リ

　

フ
ォ
ー
ム
工
事
（
50
万
円
以
上
）
の

　

工
事
費
の
５
％
・
10
％
を
限
度
に
補

　

助
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
は
、
さ
ら

　

に
10
万
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
工
事 

／
市
内
の
専
用

　

住
宅
、
併
用
住
宅
、
付
属
す
る
建

　

物
等
の
修
繕
・
改
修
工
事
。

　

※
申
請
に
は
、
工
事
前
の
写
真
の

　

添
付
が
必
要
で
す
。

　

※
住
宅
に
付
随
し
な
い
作
業
小
屋
、

　

物
置
、
倉
庫
を
除
く
。

●
施
工
業
者
／
市
内
に
事
業
所
を
有

　

す
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

　

※
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
工

　

事
を
開
始
す
る
住
宅
が
対
象
で
す
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
（
西
木
庁

　

舎
）

（
43
）
２
２
９
５

　

※
昨
年
度
と
申
請
書
の
様
式
を
一

　

部
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
新
し
い

　

様
式
で
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
秋
田
県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

事
業
と
併
用
で
き
ま
す
。

あ
き
た
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

　

県
で
は
、
住
宅
を
建
築
ま
た
は
リ

フ
ォ
ー
ム
等
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

以
下
の
事
業
に
よ
り
工
事
費
な
ど
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
助
成
制
度
／

　

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

　

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　

普
及
支
援
事
業

　

③
家
庭
用
高
効
率
給
湯
器
等
買
換

　
　

支
援
事
業

　

④
「
秋
田
ス
ギ
の
家
」
普
及
促
進

　
　

事
業

●
対
象
者
、
対
象
住
宅
そ
の
他
詳
細

　

に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
、
左
記
ま
た
は
各
地
域
振
興
局

　

建
築
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
問
合
せ
／
秋
田
県
建
築
住
宅
課

　

０
１
８
（
８
６
０
）
２
５
６
１

　

秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
建
築
課

　

０
１
８
７
（
63
）
３
１
１
３

市
立
田
沢
湖
病
院
か
ら

お
知
ら
せ

　

市
立
田
沢
湖
病
院
で
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
『
病
院
敷
地
内
禁
煙
』

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
立
田
沢
湖
病
院

　

（
43
）
１
１
３
１

●
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
／

◎
印
鑑
が
な
く
て
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
と
暗
証
番
号
が
あ
れ
ば
口
座
振
替
手

続
き
が
完
了
し
ま
す
。

◎
秋
田
銀
行
・
北
都
銀
行
・
東
北
労
働

金
庫
・
羽
後
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
５
つ
の
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
使
用
で
き
ま
す
。（
Ｊ
Ａ
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
）

◎
申
込
終
了
後
、
お
客
様
控
え
と
し
て

「
口
座
振
替
契
約
受
付
確
認
書
」
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

●
手
続
き
で
き
る
場
所
／
仙
北
市
役
所

　

税
務
課
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
・
西

　

木
地
域
セ
ン
タ
ー
・
神
代
出
張
所
、

　

秋
田
銀
行
角
館
支
店
・
田
沢
湖
支
店

あきた TABIYORI 発行と
参加事業所の募集に
ついて

　仙北市Ｔ．Ｉ．Ｃ（ツーリスト・イ
ンフォメーション・センター）では、
仙北市の旅を十分に満喫していただ
けるよう着地型の旅行商品「あきた
TABIYORI（春夏号）」パンフレット
を発行しました。地元ならではの旅
行プランをたくさんご用意していま
す。
　地域の皆様はじめ、ご親戚・ご友
人等で仙北市においでになる方にも
ご紹介いただき、ぜひご利用くださ
い。

【企業の皆様へ】
　仙北市の旅を楽しんでいただくた
めの、旅行プランづくりにご協力い
ただける事業所も募集しています。
ご興味のある方は、ぜひお問い合せ
ください。

【あきた TABIYORI サイトアドレス】
http://www.hana.or.jp/~tabiyori/

●申込・問合せ／仙北市Ｔ．Ｉ．Ｃ
　 42-8377　FAX  54-4855
　E-mail  tabiyori@hana.or.jp

●
問
合
せ
／

◎
水
道
料
金
等
／
企
業
局

　

（
54
）
２
３
８
８

◎
市
営
住
宅
使
用
料
／
都
市
整
備
課

　
（
西
木
庁
舎
）
（
43
）
２
２
９
５

◎
墓
地
管
理
手
数
料
／
環
境
防
災
課

　
（
角
館
庁
舎
）
（
43
）
３
３
０
８

６

　

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
回
収
方
法
／
次
の
日
か
ら
通
常
の

　

ゴ
ミ
収
集
と
合
わ
せ
て
随
時
行
い

　

ま
す
。

※
家
電
や
粗
大
ご
み
な
ど
を
発
見
し

　

た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
作
業
中
の
事
故
に
は
十
分
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

●
収
集
の
問
合
せ
／

　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　

（
54
）
３
３
０
５

●
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
問
合
せ
／

　

環
境
防
災
課
（
角
館
庁
舎
）

　

（
43
）
３
３
０
8

平
成
25
年
度
版

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て

　

平
成
25
年
度
（
4
月
1
日
）
か
ら

ご
み
の
収
集
日
が
変
更
に
な
る
地
域

が
あ
り
ま
す
。
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー

を
確
認
の
う
え
、
収
集
日
を
お
間
違

え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　

（
54
）
３
３
０
５
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●総務課　 43-1111　　●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352

市
役所

からのお知らせ
　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159



- まちづくり活動を応援！「協働によるまちづくり提案型補助金事業」のご案内 -

　市では、市民等団体が実施するまちづくり事業を支援するため補助金を交付します。
　平成 25 年度は、予算の範囲内での事業採択を予定し、応募は、4 月 1 日（月）から随時受け
付けます。
　なお、対象事業の審査がありますので、出来る限り早めの事前連絡をお願いします。

【補助対象事業】
    市民等団体が地域の活性化や地域課題の解決に向け、自ら企画し実施するまちづくり事業
    
　例えば…
　　◎環境美化活動や安心・安全な地域環境を整備する事業
　　◎地域に伝わる芸能や文化など地域住民の活動を通じて、地域の芸能等を継承し伸長させる
　　　事業
　　◎イベントなどを通して地域の連携を強化し、地域内の交流を促進するための事業 など
　この他にも、さまざまな事業が可能ですので、遠慮なくご相談ください。

【対象団体】
　①市民の福祉向上および利益の推進を目的とする非営利の団体で、5 人以上で構成されている
　　団体
    ②活動拠点を市内に有し、市内で活動を行っている団体
    ③規約、会則等があり、適正に会計処理が行われている団体
    ※地域運営体は対象外です。また、次の団体は除きます。
　　（１）特定の宗教のための活動またはそれに反対する活動を目的とする団体
　　（２）特定の政党について、支持または反対する活動を目的とする団体
　　（３）特定の公職の候補者または公職にある者に対し、支持または反対する活動を目的とする
　　　　  団体
　　（４）公の秩序を乱し、もしくは不当な行為など法に違反する団体

【補助金の額】
　原則として、補助金対象経費総額の 2/3 とし、30 万円を上限とします。

【応募方法】
　「仙北市協働によるまちづくり提案型補助金事業」募集要項を市ホームページに掲示します。
　また、各庁舎地域センターと各出張所にも設置します。
　詳細については、下記にお問い合わせください。

【問合せ先】
    仙北市総務部企画政策課政策推進係（田沢湖庁舎 2 Ｆ）
    43-1112  　FAX 0187-43-1300  　E-mail seisaku@city.semboku.akita.jp

田沢湖図書館からお知らせ

テーマ展示①

鉄道ファンに贈るレールファンタジー

●会期／４月２０日 土 　～　５月１９日 日

●会場／田沢湖図書館　２階　多目的ホール
　　　　　　　　　　　　　　　（入場無料）

図書館
　情報局

田沢湖図書館　　 43-1307
　休 1 日（月）、8 日（月）、15 日（月）、22 日（月）、29 日（月）、
30 日（振替休館）

学習資料館　　 43-3333
　休 1 日（月）、8 日（月）、15 日（月）、22 日（月）、29 日（月）、
30 日（火・月末整理休館日）　

イベント交流館（新潮社記念文学館）　　 43-3333
　休  1 日（月）、8 日（月）、15 日（月）～ 19 日（金）（展示替休館日）

４

４

４

学習資料館からお知らせ

新しい門出に役立つ本

　学習資料館では、入園・入学・新社会人の皆さん
に役立つ本を展示しています。
　見出しなみやビジネスマナーは大丈夫？通園バッ
グやお弁当の準備は万端？新しい部屋のインテリア
はもう完璧？掃除や洗濯、一人で大丈夫？
　どの本も貸出できます。新生活を始める皆さん、
ぜひどうぞ！

新潮社から
寄贈された図書を紹介します

「ドンナ ビアンカ」誉田哲也／「烈風のレクイエム」
熊谷達也／「連れ猫」吉野万理子／「黙示」真山仁
／「春風伝」葉室麟／「ハンサラン 愛する人びと」
深沢潮／「隠された刻」坂東眞砂子／「ふたり」神
田茜／「パン屋を襲う」村上春樹／「双頭の船」池
澤夏樹／「還れぬ家」佐伯一麦／「なめらかで熱く
て甘苦しくて」川上弘美／「米朝快談」嶽本野ばら
／「夏の嘘」ベルンハルト・シュリンク／「これで
いいのか、日本のがん医療」中村祐輔／「リカと 3
つのルール」東条健一／「兵士は起つ」杉山隆男／

「往復書簡 いま、どこですか？」小澤征良／「精神
科医が読み解く名作の中の病」岩波明／「明治神宮」
今泉宜子／「小津も絹代も寅さんも」升本喜年／「Ｉ
ＯＣ」猪谷千春／「建築家、走る」隈研吾／「ダン
ゴウオ」鍵井靖章／「敗者」松山ケンイチ／「肉骨
茶」高尾長良／「日本人のための世界史入門」小谷
野敦／「ハダカの北朝鮮」呉小元／「がんと患者の
物語」中川恵一／「老荘思想の心理学」叢小榕

●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

テーマ展示②

卯月　春を思ふ
せつない恋・はかない恋・あまやかな春・
たのしい春　　　　　　　　　

…そんなおはなし

たとえば

▼桜舞う ▼東慶寺花だより ▼れんげ荘 ▼恋文の技術 ▼早

春賦 ▼いっぽん桜 ▼罪花 ▼桜花を見た ▼花のようする ▼

ひそやかな花園 ▼桜川ピクニック ▼桜ハウス ▼花が咲く

頃いた君と ▼さくら伝説 ▼その桃は、桃の味しかしない

▼花晒し ▼花祭り ▼旅屋おかえり ▼猫の形をした幸福 ▼

花の雲 ▼花のようなひと　　　　　　　　　…などなど

おはなしかい　うさぎのみみ

●日時／４月６日 土 10：00 ～
●場所／総合情報センター　おはなしコーナー
★エプロンシアター「あかずきん」
★おおがたかみしばい「たんぽぽのたび」
★「しかけえほん」を準備して待っています♪
★最後にみんなで「きりえ」をします♪
★ともだちをさそってみんなできてね！

続く線路に夢を乗せて、鉄道ファン必見の
楽しい鉄道本の数々
そして、郷愁を誘う電車模型。
大人も子どもも夢見よう！

※期間中はカウンターで切符（入場券）を発行します。

　お楽しみに。
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　市内 5 カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援

する基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9：00 ～ 17：00。手紙・

FAX 等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんな

どどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

子育て支援センター情報
４月の４月　子どもカレンダー

４月　おやこ交流広場

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のため、

健康管理センターのホールを開放します。お子さんを

自由に遊ばせる広場としてお使いください。

仙北市子育て支援施設「さくラッコ」

はっぴいルーム（親子ひろば）

４月のイベントのお知らせ

　はっぴいルームは、お友達作りや、情報交換

の場として開放しています。

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んで

いるママ、引っ越してきたばかりで知らないこ

とばかり ･･･ と不安なママ。もちろん、パパや

おじいちゃん、おばあちゃんもどうぞ一緒に遊

びに来てくださいね。

　子どもが大好きなサポーターが、おもちゃを

準備してお待ちしていま～す！

４月の開放日（毎週火・木曜日 10：00 ～ 16：00）

 2日（火）、4日（木）、9日（火）、11日（木）、

 16日（火）、18日（木）、23日（火）、25日（木）、

 30日（火）

【イベントのお知らせ】

★こども広場
「こいのぼりを作ろう！」
18日（木）10：30～ 11：30

★ママ広場
「乳幼児の救急法を学ぼう！」
23日（火）10：30～ 11：30（定員 6人）

　角館消防署員の方に、いざという時の対処の

仕方を教えて頂きます。

　お子さんと一緒の参加もＯＫです！

　参加ご希望の方は、下記までお申し込みくだ

さい。定員になり次第、締め切らせて頂きます。

★お誕生会
25日（木）10：30～ 11：30

　4月生まれのおともだち集まれ～！！
　みんなでお祝いしましょう。

※各イベントへの参加は無料ですが、別途施設
利用料がかかります。
★ 4月から施設利用料が夏期料金になります。

　利用料会員１組 100円、　非会員 200円です。
★お車でお越しの際は、外町交流広場、情報セ

　ンターをご利用ください。

★詳しいお問い合わせ、お申し込みは、

　 080-3199-3241（茂木）までお願いします。

★ Facebook ページ始めました。

　www.facebook.com/happy.mamu
　イベントへの参加申し込みはこちらからも可

能です。

47-2525　FAX 47-2323

24 日（水）／保育園であそぼう

時間／ 9：30 ～ 11：30

なかよしルーム（にこにこ保育園内）
48-2345　FAX 48-2525

　月から金曜日、午前 9 時 30 分から 11 時 30

分まで随時、園を開放しています。

　お子さんと同年齢のクラスの子どもたちと、一

緒に遊ぶことも可能です。

★ 4 月 1 日～ 20 日は、園開放をお休みします

ので、ご了承ください。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

24 日（水）／はじめましての会

時間／ 10：00 ～ 11：30

いちごルーム（角館保育園内）

43-1025　FAX43-3256

24 日（水）／“はじめましての会”に集まれ！

時間／ 9：30 ～ 11：30

だしっこルーム（生保内保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

「わいわい広場」
23 日（火）／はじめましての会

30 日（火）／こども園を探検しよう

★今年度は、0 歳からの未就園児が一緒に集える

　広場を計画していきます。

　どうぞ気軽にお集りください！

時間／ 9：30 ～ 11：30

わかばルーム（神代保育園内）

●開放日／ 1 日（月）、8 日（月）、15 日（月）、

　22 日（月）、30 日（火）

●時間／ 9：30 ～ 11：30

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112　

乳幼児健診
日 健診名 対象者 場所

18 日（木） 1 歳 6 カ月児 H23 年 9 月生

健康管理センター
（角館）19 日（金） 2 歳児歯科 H22 年 9 月生

25 日（木） 3 歳児 H21 年 9 月生

乳児食育教室「もぐもぐランド」
日 時間 相談名 対象者 場所

24 日
（水）

午前 7 カ月児 H24 年 9 月生
健康管理センター

（角館）

※同日午後から、乳幼児健康相談を行います。受付時
間は 13 時～ 13 時 15 分です。お気軽においでください。

母子健康手帳交付
日 受付時間 場所

5 日（金）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
12 日（金）

22 日（月）

30 日（火）

予防接種（受付時間 13：00 ～ 13：20）
集団接種日 種類 場所

17 日（水）
四種混合・BCG
三種混合・不活化ポリオ

健康管理センター
（角館）

※平成 25 年度の集団接種は健康管理センター 1 か所
になります。
集団接種を希望する方は 10 日前まで予約が必要です。

【平成２５年度　定期予防接種について】
　仙北市では、平成 25 年度から四種混合・ＢＣＧ・
不活化ポリオ・三種混合の 4 種類の予防接種は個別接
種か集団接種のどちらでも受けられます。詳細は対象
となる方に通知します。

●問合せ／仙北市保健課
　 55-1112

子育て

子育て

16Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく17



平成２５年度　健（検）診について
　今年度の住民健（検）診は 6月の子宮頸がん検診、乳がん検診から始ま

ります。詳しくは、5月中旬に健康づくり推進員から世帯に配布される健

（検）診「日程表」、「お知らせ」等をご覧ください。

　健康の確認と、生活習慣病の予防、早期発見、生活習慣の見直しに役立

てていただきますよう、定期的に各種健（検）診の受診をおすすめします。

市で行う子宮頸がん検診を、ここ数年受診されて

いない方に、秋田県と仙北市が協力し、電話や手

紙で子宮頸がん検診受診をおすすめします。

子宮頸がん検診をおすすめする電話をします（がん検診受診勧奨推進事業）

受診勧奨方法
がん検診受診勧奨センター　電話：０１８－８８４－５５３１　より
8：30 ～ 19：45 の間に「地区で行う子宮頸がん検診受診」おすすめの電話

をします。　　　　　　

◆電話で連絡がつかない方には、後日「検診の受診おすすめ」の手紙を送

付します。

病院検診（市立角館総合病院）

医事課健診係　 54-2145　へ必ず予約をしてください。（予約受付時間　9：00 ～ 15：00）　
子宮頸がん・卵巣腫瘍検診 乳がん検診 肺がん検診（ＣＴ検査）

対象年齢

（平成26年4月1日の年齢）

･20 ～ 39 歳

･40 歳以上の偶数年齢

（2 年に 1 回）

40歳以上の偶数年齢

（2 年に 1 回）
40 歳以上

予約申込期間 4 月 15 日（月）～ 11 月 18 日（月） 4月15日（月）～11月15日（金）

検診期間
5 月 13 日（月）～ 11 月 28（木）

月曜日、木曜日

5月16日（木）～11月28日（木）

木曜日

当日受付時間 正午～ 12：30 15：00 ～ 15：30

料金

1,300 円 1,000 円 2,000 円

仙北市国保加入の方・70 歳以上の方・生活保護の方・非課税世帯証明書持参の方、クー

ポン券（乳がん・子宮頸がん）を持参した方は無料になります。

◆電話（54-2145：医事課健診係）で予約をしてください。

「仙北市の○○検診を受けたい」と伝え、氏名・生

年月日・住所・電話番号・保険種別をお伝えくだ

さい。

平成 25 年度、子宮頸がん検診・乳がん検診は

特に混雑することが予想されます。

早めの受診、できるだけお盆前の受診をお勧め

します。

子宮がん・卵巣腫瘍検診、乳がん検診の注意事項

◆治療中の方は、引き続きかかりつけ医療機関を受診
　してください。
◆クーポン券で受診される方は、クーポン券を忘れず
　にご持参ください。
◆乳がん検診は時間がかかりますので、時間の余裕を
　みて受診ください。
◆予約した後、キャンセルする場合は早めにご連絡く
　ださい。

問 仙北市保健課　 ５５-１１１２こ
こ
ろ
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い
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。
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４
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「
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心
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康
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殺
予
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を
呼
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け
る

　

３
月
１
日
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「
秋
田
県
い
の

ち
の
日
」
は
、
平
成
22
年
に
「
秋

田
ふ
き
の
と
う
県
民
運
動
」
実

行
委
員
会
が
定
め
た
日
で
す
。

仙
北
市
で
は
３
月
１
日
に
ワ
ン

ダ
ー
モ
ー
ル
の
協
力
を
得
て
、

店
頭
で
「
秋
田
県
い
の
ち
の
日
」

の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

え
く
ぼ
の
会
、
市
職
員
の
計

８
人
が
参
加
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
配
布
し
、
心
の
健
康

と
自
殺
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
３
月
１
日
号
広
報
配

布
時
に
「
心
の
セ
ー
フ
テ
ー
窓

口
」
一
覧
を
全
戸
配
布
し
て
い

ま
す
。
電
話
相
談
等
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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健
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（
55
）
１
１
１
２

４月の献血日程

【日時・場所】
●25日（木）
●時間・場所／

♥ 10：00 ～ 11：00

　㈱北光金属工業田沢湖工場

♥ 11：20 ～ 12：20

　西木総合開発センター

♥ 12：50 ～ 14：00

　劇団わらび座

♥ 15：20 ～ 16：10

　角館消防署

生まれてくる赤ちゃんのために
「風しんワクチン」

妊
婦
、
と
く
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
が
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、
目
が
見
え
に
く
い
、
生
ま
れ
つ
き
心

臓
に
病
気
が
あ
る
、
発
達
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
が
そ

の
よ
う
な
生
ま
れ
つ
き
の
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
家
族
み
ん
な
で
風
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆女性は妊娠前に　風しんの予防接種をご検討ください。

（接種後2カ月は避妊が必要です。接種回数は子どもの頃の接種を含めて2回です）

◆成人男性は　◎風しんにかかったことがない方　◎風しんワクチンを受けてない

方　◎どちらも不明な方　接種することをご検討ください。（２回接種しても問題は

ありません）

◆妊娠中の女性の家族は　風しんの予防接種をご検討ください。

妊婦は風しん予防接種を受けられません１歳児（第１期）と、小学校入学前１年間（第

２期）は風しん混合ワクチンの定期接種を受けましょう。

●今は成人に多い病気で、特に10代後半～50代前半の男性、10代後半から30代

　前半の女性が多く発病しています。

●特に昭和54年 4月 2日～平成7年 4月 1日生まれの男女は接種率が低く、昭和

　54年4月以前生まれの男性は子どもの頃に定期接種のチャンスがありませんでした。

●風しんの予防接種は、はしか（麻しん）も一緒に予防できる麻しん風しん混合（Ｍ

　Ｒ）ワクチンを受けることをお奨めします。

◆問合せ／仙北市保健課　 55-1112

風しん

注意報
発令

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

B
ulletin board
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国民年金だより

保
険
料
の
前
納
制
度
と
は

　

国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を

あ
ら
か
じ
め
納
付
で
き
る
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
保
険
料
の
前
納
制
度
と
い
い
ま

す
。

　

こ
の
保
険
料
の
前
納
制
度
に
は
、
現
金
払

い
に
よ
る
前
納
と
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
、

さ
ら
に
口
座
振
替
の
早
割
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
す
る
保
険
料
額
は
、
現
金
に
よ
る
毎

月
納
付
の
保
険
料
額
か
ら
年
４
分
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利
原

価
法
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割
り
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が
、
毎
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上
旬
に
厚
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れ
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と
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っ
て
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ま
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現
金
払
い
の
前
納

　

保
険
料
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前
納
は
、
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則
と
し
て
、
１
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ま
た
は
半
年
間
を
単
位
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て
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も
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と
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れ
て
い
ま
す
が
、
現
金
払
い
の
前
納
の
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合
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は
、
１
年
ま
た
は
半
年
間
を
単
位
と
せ

ず
に
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月
か
ら
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末
の
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ま
で
の
保
険
料
を
前
納
す
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と
も
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な
お
、
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険
料
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い

る
人
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料
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納
す
る
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す
。
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は
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て
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、
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え
ば
４
分
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除
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保
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に
つ
い
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１
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分
、
６
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任
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か
ら
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す
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平
成
25
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１
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間
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保
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現
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る
と
、

１
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０
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＝
18
万
４
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に
な
り
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す
が
、
こ
れ
を
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で
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年
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分
前
納
す
る
と
３
２
０
０
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の
割
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と
な
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、
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０
円

－

３
２
０
０
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０
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と
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。

　

ま
た
、
６
カ
月
分
の
保
険
料
を
現
金
払
い

で
前
納
す
る
と
７
３
０
円
の
割
引
と
な
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、

１
年
度
分
の
保
険
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を
現
金
払
い
で
６
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分
ず
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す
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と
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０
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３
０
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０
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。

　

こ
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よ
う
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前
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す
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受
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納
割
引
制
度
に
つ
い
て

　

現
金
払
い
に
よ
る
保
険
料
の
前
納
の
う

ち
、
１
年
前
納
お
よ
び
４
月
～
９
月
分
の
６

カ
月
前
納
の
申
込
み
の
締
切
日
は
、
４
月
１

日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
前
納

　

口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
前
納
に
は
、

１
年
ま
た
は
半
年
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
１
年
度
分
の
保
険
料
を
前
納

す
る
と
現
金
払
い
で
の
前
納
の
場
合
よ
り
も

さ
ら
に
割
引
き
さ
れ
、
年
間
で
３
７
８
０
円

の
割
引
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
６
カ
月
分
の

保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
し
た
場
合
の
年

間
割
引
額
は
１
０
３
０
円
×
２
＝
２
０
６
０

円
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
前

納
の
う
ち
１
年
前
納
お
よ
び
４
月
～
９
月
分

の
６
カ
月
前
納
の
申
込
み
の
締
切
日
は
、
２

月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
の
早
割

　

保
険
料
の
前
納
に
は
、
現
金
払
い
に
よ
る

前
納
と
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
ほ
か
に
、

口
座
振
替
の
早
割
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
に
は
、
毎
月
の

保
険
料
は
翌
月
末
に
引
落
し
と
な
り
ま
す

が
、
口
座
振
替
の
早
割
の
場
合
に
は
、
毎
月

の
保
険
料
が
納
付
期
限
よ
り
１
カ
月
早
く
口

国
民
年
金
だ
よ
り

座
振
替
さ
れ
、
毎
月
の
保
険
料
が
当
月
中
に

引
落
し
さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
早
割
で
は
、
年
間
で
６
０
０

円
、
月
額
で
50
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
早
割
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
な
お
、
従
来
か
ら
口
座
振
替
で
毎

月
納
付
し
て
い
る
場
合
で
も
、
こ
の
口
座
振

替
の
早
割
制
度
に
変
更
す
る
た
め
に
は
、
改

め
て
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

前
納
保
険
料
の
還
付

　

保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
納
し
た
月
が
経
過
す
る
ご
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
月
分
の
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
月
は
保
険
料
納
付
済

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
が
経
過

し
な
い
う
ち
に
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
や
第
１
号
被
保
険
者
が
第
２
号
被
保

険
者
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
未
経
過
分
の
期
間
の
前
納
さ

れ
た
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
前
納
額
の
告
示
で
は
、

年
度
の
途
中
で
資
格
喪
失
す
る
人
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
喪
失
月
に
応
じ
た
前

納
額
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

　
　
天
引
き
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ 

～
特
別
徴
収
に
つ
い
て
～

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
　護

◎
特
別
徴
収
と
は
…

　
年
金
の
定
期
支
払
（
年
６
回
）
の
際
、

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
天

引
き
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
特
別
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
介
護
保
険
料

の
特
別
徴
収
が
４
月
支
給
の
年
金
か
ら
開

始
と
な
り
ま
す
。
４
月
・
６
月
・
８
月
を

仮
徴
収
、
10
月
・
12
月
・
２
月
を
本
徴
収

と
い
い
ま
す
。

◎
仮
徴
収
と
は
…

　
介
護
保
険
料
は
住
民
税
の
課
税
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
そ
の
年
度
に
納
め
る
金
額
が

決
ま
り
ま
す
。
住
民
税
は
６
月
に
決
定
す

る
た
め
、
介
護
保
険
料
の
年
額
の
確
定
は

７
月
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
７
月
に

保
険
料
が
決
ま
る
ま
で
の
間
は
確
定
保
険

料
で
の
徴
収
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
前
年

度
の
年
額
を
も
と
に
し
た
仮
の
保
険
料
で

の
徴
収
（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
仮
徴
収
と
い
い
ま
す
。
４
月
は
２

月
と
同
じ
額
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◎
４
月
か
ら
新
規
に
天
引
き
が
始
ま
る
方

と
６
月
以
降
の
天
引
き
額
が
変
更
に
な
る

方
に
は
、
４
月
10
日
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
を

郵
送
し
ま
す
。
天
引
き
額
が
変
わ
ら
な
い

方
と
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
な
い
方

に
は
７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／

　
・
介
護
保
険
事
務
所
　
保
険
指
導
班

　
　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

　
・
仙
北
市
長
寿
支
援
課

　
　

（
43
）
２
２
８
１

　
・
仙
北
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

（
43
）
２
２
８
３

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
気
の

早
期
発
見･

早
期
治
療
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診

に
も
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
制
度
を

活
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
／

　《
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
》

　
◎
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
　
で
、
年
齢
が
当
該
年
度
で
35
歳
以
上

　
　
75
歳
未
満
（
後
期
高
齢
者
医
療
対
象

　
　
者
除
く
）
の
方

　
◎
前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ

　
　
て
い
る
方

　《
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
》

　
◎
仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年
度
に

　
　
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
て

　
　
い
な
い
方

　
◎
前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

　
　
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

●
助
成
金
額
／
ど
ち
ら
も
１
人
２
万
千
円

　
を
限
度
と
し
、
年
度
内
で
１
回
の
み
と

　
し
ま
す
。

●
受
診
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病
院
、

　
市
立
田
沢
湖
病
院
、
仙
北
組
合
総
合
病

　
院

　
◆
受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
医
療
機
関

　
　
へ
予
約
を
し
て
か
ら
助
成
金
の
申
請

　
　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
受
診

　
　
日
の
確
認
を
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
平
成
25
年
４
月
１
日
～
　

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

●
持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険
証
ま

　
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

　
印
鑑

●
受
付
場
所
／
仙
北
市
役
所
各
庁
舎
・
各

　
出
張
所
の
窓
口

※
申
請
を
し
な
い
で
受
診
し
、
費
用
を
全

額
支
払
っ
た
場
合
で
も
年
度
内
に
申
請
す

れ
ば
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

印
鑑
・
領
収
書
・
金
融
機
関
の
通
帳
を
持

参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
仙
北
市
市
民
課

　
国
保
年
金
係
　

（
43
）
３
３
０
７

《
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
者
を

　
　
　
　
　
　

35
歳
～
74
歳
に
拡
充
し
ま
し
た
》
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仙北市スポーツ少年団活動案内仙北市には、スポーツ少年団が 35 団体あります。				 
入団を希望される方はいつでも見学可能です。お気軽にお越しください。
●問合せ／仙北市スポーツ少年団本部事務局（仙北市教育委員会　スポーツ振興課内）　43-3390

団名（親の会代表） 対象者 活動場所 活動日時

　 野球
角館マックス

（伊澤　敦）
小学 3 年～ 6 年 角館小野球場等 （平日）17：00 ～ 19：00　（休日）9：00 ～ 11：00

白岩ベースボールクラブ
（青山　剛）

小学 1 年～ 6 年 白岩小コミュニティ
グラウンド・体育館

週 4 日　月・火・水・金　17：00 ～ 19：00

中川ドリーマーズ
（高橋文一）

小学 1 年～ 6 年 中川山村広場、中川
小体育館

4 月～ 10 月　火・木 16：00 ～ 19：00　土・日 9：00 ～ 12：00
11 月～ 3 月　 火・木 16：00 ～ 18：00　土・日 9：00 ～ 12：00

田沢湖イーグルス
（高橋昭義）

小学 1 年～ 6 年 生 保 内 小 グ ラ ウ ン
ド・体育館

高学年　週 4 日 16：00 ～ 18：00　休日 9：00 ～ 11：00
低学年　週 2 日程度　　休日 9：00 ～ 11：00

神代若鮎野球
（藤井満晴）

小学 3 年～ 6 年 神代小グラウンド・
体育館ほか

火・水・木・土・日の内４日間
平日 16：00 ～ 19：00　土・日 9：00 ～ 12：00

西明寺野球クラブ
（村井幸喜）

小学 3 年～ 6 年 西 明 寺 小 グ ラ ウ ン
ド・体育館

4 月～ 10 月　火・水・木 16：30 ～ 19：00　土 13：00 ～ 15：00
11 月～ 3 月　火・水・木 18：00 ～ 20：00　土 13：00 ～ 15：00

桧木内ベアーズ
（若松　博）

小学 2 年～ 6 年 桧 木 内 小 グ ラ ウ ン
ド・体育館

週 4 日　平日　16：30 ～ 18：30　休日　9：00 ～ 11：00

　 ミニバスケットボール
角館ブラザーズ

（松本伸行）
小学 1 年～ 6 年 角館小体育館、

角館東地区公民館
月・水 17：30 ～ 19：30　土 8：30 ～ 11：00（角小体育館）
金 18：00 ～ 19：30（東地区公民館）

角館ミニバスケットボール
クラブ（橘　啓明）

小学 3 年～ 6 年 角館小体育館 火・木・金　16：30 ～ 18：30
土・日（どちらか） 8：30 ～ 11：30

白岩ミニバスケットボール	
（草彅　崇）

小学 1 年～ 6 年 白岩小体育館 週 4 日　月・火・木・金　17：00 ～ 19：00　

中川ガールズ
（黒澤哲也）

小学 1 年～ 6 年 中川小体育館 火・水・木・金　　17：00 ～ 19：00

生保内イーストウィンズ
（高橋寿紀）

小学 1 年～ 6 年 生保内小体育館 月・火・木・金　　17：00 ～ 19：30　

神代ミニバスケットボール
クラブ（藤枝　優）

小学 1 年～ 6 年 神代小体育館 火・水・金・土　　17：00 ～ 19：00

西明寺ミニバスケットボー
ルクラブ（猪本　悟）

小学 3 年～ 6 年 西明寺小体育館 月・水・金　17：00 ～ 19：00　土　9：00 ～ 11：00

桧木内ドリーム
（畠山　祥）

小学 1 年～ 6 年 桧木内小体育館 火・水・金　16：30 ～ 18：30　休日　9：00 ～ 11：30

　 サッカー
ＦＣ角館セレジェスタ

（竹内英樹）
小学 1 年～ 6 年 角館小グラウンド 【5・6 年】水・金 18：00 ～ 20：00　【3・4 年】火・木 18：00 ～

20：00　【1・2 年】火 18：00 ～ 20：00　【全学年】土・日 9：00
～ 12：00

田沢湖ＦＣ．サッカー
指導者　（信田昌史）

小学 1 年～ 6 年 生保内小グラウンド　
ほか

木　15：30 ～ 18：00　土  9：30 ～ 12：00

　 バレーボール
きたうらバレーボールジュ
ニア（藤原　潤）

小学 2 年～ 6 年 神代市民体育館、
クリオン隣体育館

火・金 18：00 ～ 20：00（神代市民体育館）
第 1・第 3 日曜日（神代市民体育館）　　　

9：00 ～ 12：00
第 2・第 4 日曜日（クリオン隣体育館）

　 ソフトテニス
仙北市ソフトテニス神代わ
かあゆジュニア
指導者（三浦正紀）

小学 3 年～ 6 年 神 代 中 学 校 テ ニ ス
コート、神代市民体
育館

毎週土曜日　9：30 ～ 11：30

団名（親の会代表） 対象者 活動場所 活動日時

　 バドミントン
仙北市バトミントンＪｒ．	

（及川真由子）
小学 1 年～中学 3
年

生保内・神代市民体
育館、西木健康増進
センター

月（生保内）、火（西木）、木（神代）　19：00 ～ 21：00
第 2・第 4 日曜日　9：00 ～ 12：00

　 陸上
角館陸上	

（新山　仁）
小学 1 年～ 6 年 角館南高校グラウン

ド、角館東地区公民
館

毎週土曜日　8：30 ～ 11：00

生保内ジュニアＲＣ
（田口礼孝）

小学 1 年～ 6 年 生保内中グラウンド
生保内公園　ほか

平日　週 2 日（不確定）　16：00 ～ 17：30
土・日　いずれか１日　9：00 ～ 11：00

　 柔道
角館柔人クラブ	
指導者（戸澤敏之）

就学前～小学校 6
年

角館武道館 火・水・金　19：00 ～ 21：00

田沢湖慈愛館
（伊藤嘉人）

就学前～小学校 6
年

神代武道館 火　16：00 ～ 18：00　土　13：30 ～ 16：00

たざわ湖柔友クラブ	
指導者（髙橋幸雄）

幼稚園児～中学生 生保内武道館 3 月中旬～ 12 月中旬　
毎週水曜日　16：30 ～ 17：30

　 剣道
有隣館角館道場

（内藤一巳）
小学 1 年～ 6 年 角館武道館 火・水・金 19：00 ～ 20：30（低学年 19：45 まで）

角館有隣館
（鈴木達朗）

中学１年～ 3 年 角館武道館 火・水・金 19：00 ～ 20：45

田沢湖志成館道場
（佐々木忍）

小学 1 年～中学 3
年

生保内武道館 4 月～ 10 月　火・木・金 19：00 ～ 22：00
11 月～ 3 月　火・木・金 19：00 ～ 21：00

　 アルペンスキー
角館ジュニアアルペンス
キー（鎌田和彦）

小学 1 年～ 6 年 たざわ湖スキー場 スキー場オープン後　8：30 ～ 16：00

田沢湖Ｊｒ・スキー
（斉藤博栄）

小学 1 年～ 6 年 たざわ湖スキー場 （冬季、冬・春休み期間）　土・日 9：00 ～ 15：00　

　 クロスカントリースキー
角館クロスカントリー

（加藤かおり）
小学 1 年～ 6 年 角館小グラウンド、

田沢湖スポーツセン
ター

（冬期間）　週４日 15：30 ～ 17：30　土・日 10：00 ～ 14：00

生保内ＸＣジュニア
（鈴木　勇）

小学 1 年～ 6 年 田沢湖スポーツセン
ター　ほか

（冬期間）　火・木 16：00 ～ 17：30　土・日 9：30 ～ 11：30

神代ＸＣ
（樋口明孝）

小学 2 年～ 6 年 神代小グラウンド・
体育館

9 月中旬～ 12 月　月・水・金 15：00 ～ 17：00
1 月～ 3 月　 土・日  9：00 ～ 15：00

　 水泳
きたうらアクア
指導者（梁田純一郎）

年中～高校生 クリオン隣体育館、
雲然トレーニングセン
ター　ほか

月・18：00 ～ 19：00（雲然）　水・18：00 ～ 19：00（西木）
金・18：00 ～ 19：30（雲然）　ほか

　 その他
NPO スマイルジュニア	

（佐藤正彦）
年長～小学 3 年 勤労青少年ホーム軽

運動場
毎週火曜日 18：00 ～ 19：00
第 1・第 3 土曜日 15：30 ～ 16：30
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３
月
16
日
、
秋
田
新
幹
線
の
新
型
車
両
Ｅ

６
系
「
ス
ー
パ
ー
こ
ま
ち
」
が
営
業
運
転
を

開
始
。
そ
れ
を
記
念
し
、
16
日
と
17
日
の
２

日
間
、
Ｊ
Ｒ
角
館
・
田
沢
湖
駅
で
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
駅
で
は
、
お
梅
ち
ゃ
ん
、
福
松
く
ん
、

た
っ
こ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、
龍

神
太
鼓
や
飾
山
囃
子
な
ど
に
よ
る
お
出
迎
え

の
ほ
か
、
物
産
展
や
山
の
芋
鍋
・
豚
汁
・
振

舞
酒
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
ス
ー
パ
ー
こ
ま
ち
」
は
秋
田
～
東
京
間

を
１
日
４
往
復
し
、最
高
時
速
は
３
０
０
㌔
、

現
行
よ
り
５
分
短
い
最
短
３
時
間
45
分
で
運

行
さ
れ
ま
す
。

1田沢湖駅では 16 日限
定で足湯のサービスも！
2営 業 運 転 開 始 の ス ー
パーこまちをゆるキャラ
たちがお出迎え

仙北市 秋
田
新
幹
線
「
ス
ー
パ
ー
こ
ま
ち
」
営
業
運
転
開
始

Ｊ
Ｒ
角
館
・
田
沢
湖
駅
で
記
念
イ
ベ
ン
ト

1

2

　

３
月
17
日
、
国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
国
道
46
号
角
館
バ
イ
パ
ス
の
角
館
町

雲
然
か
ら
同
西
長
野
月
見
堂
ま
で
の
１
・
５

㌔
が
完
成
し
、
田
沢
湖
小
松
字
羽
根
ヶ
台
か

ら
の
全
線
（
６
・
１
㌔
）
が
開
通
と
な
り
ま

し
た
。

角
館
町
雲
然
～
西
長
野
月
見
堂
間
（
1.5
㌔
）
完
成

国
道
46
号
角
館
バ
イ
パ
ス
全
線
6.1
㌔
開
通

角館地区

1角館バイパスの西長野月見堂入口
で行われたテープカット　216 日の
前夜祭にはお山囃子や手踊りの披
露、紙風船上げ、火振りかまくらが
行われたほか、豚汁や甘酒などが振
る舞われました

2

1

　

午
前
に
角
館
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行

わ
れ
た
開
通
式
に
は

関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
。
佐
竹
敬
久
秋

田
県
知
事
が
「
角
館
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通

で
交
通
渋
滞
の
緩
和
と
歩
行
者
の
安
全
確
保

が
図
ら
れ
、
今
後
は
ゆ
っ
く
り
と
観
光
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

国
道
46
号
は
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ

重
要
な
物
流
ル
ー
ト
。
今
後
の
県
民
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
う
え
で
も
そ
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
お
り
、
本
県
の
発
展
に
向
け
て
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
長
野
月
見
堂
に

移
動
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
通
を
祝
い
、
午

後
２
時
か
ら
一
般
車
両
が
通
行
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

角
館
バ
イ
パ
ス
は
、自
動
車
専
用
道
路
で
、

全
線
開
通
に
あ
わ
せ
本
線
の
規
制
速
度
が
時

速
70
㌔
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
走
行

時
の
安
全
性
や
利
便
性
が
向
上
。
ま
た
、
秋

田
市
と
盛
岡
市
を
結
ぶ
「
盛
岡
秋
田
道
路
」

の
一
部
と
し
て
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

担
う
道
路
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
沢
湖
地
区
公
民
館
を
通
じ
て
活
動
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
日
頃
の
学
習
成
果
を

発
表
す
る
「
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り
」
が
３

月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
団
体
か
ら
約
２
０
０
点
も
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
菓
子
や
料
理
の
実
演
、
面
白
パ
ソ

コ
ン
体
験
、
昔
語
り
、
健
康
ミ
ニ
講
座
な
ど

の
多
彩
な
催
し
物
に
、
延
べ
１
０
０
人
以
上

が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
展
示
さ
れ
た
作
品
を
手
に
取

る
な
ど
、
そ
の
見
事
な
出
来
栄
え
に
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

1作品に見入るたくさんの来場者　2200 点もの作品が会場いっ
ぱいに展示されました　3料理実演コーナーも大好評

第
1
回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り

日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表

田沢湖地区

1

2

3

　

３
月
17
日
、
第
２
回
仙
北
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
角
館
中
学
校
体
育
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、12
チ
ー
ム
が
参
加
。３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
た
リ
ー
グ
戦
の
あ
と
、
各
１
位

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

《
大
会
結
果
》

　

優
勝　
　

Ｊ
ｏ
ｒ
ｄ
ａ
ｎ　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

　

準
優
勝　

Ｒ
Ｂ
Ｃ

　

３
位　
　

ウ
エ
ス
ト
モ
ン
キ
ー
ズ

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｗ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｙ  

Ｓ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

今大会には未
経験者や数年
ぶ り に バ ス
ケットをした
選手も多数出
場！体力の有
無が勝敗を分
ける！？

第
２
回
仙
北
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

角館地区

　

３
月
12
日
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
普
通

救
命
講
習
会
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
地
域

内
事
業
所
か
ら
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

角
館
消
防
署
田
沢
湖
分
署
か
ら
３
人
の
講

師
を
招
き
、
自
動
対
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
正
し
い
使
用
方
法
や
救
急
時
の
対
応

を
学
び
ま
し
た
。

神
代
地
域
運
営
体
主
催　

普
通
救
命
講
習
会

緊
急
時
の
対
応
学
ぶ

田沢湖地区

救命について皆さん真剣に学んでいました

　

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
友
愛
訪
問

活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
３
月
６
日
、
角

館
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
原
剛
会
長
の
挨
拶
と
友
愛
活
動
の
説
明

の
あ
と
、
秋
田
県
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課

副
主
幹　

佐
々
木
重
夫
氏
に
よ
る
講
演
（
演

題
：
は
つ
ら
つ
高
齢
者
輝
き
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
）
が
行
わ
れ
、「
高
齢

者
の
社
会
参
加
は
な
ぜ
重
要
か
」「
秋
田
県

の
現
状
」
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
高
齢
者
が
社
会
参
加
す
れ
ば

本
人
も
秋
田
も
元
気
に
な
る
こ
と
や
国
勢

調
査
で
秋
田
県
の
高
齢
化
率
が
全
国
１
位

（
29
・
６
％
）
と
い
っ
た
こ
と
の
説
明
を
受

け
た
ほ
か
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
支
援
と

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

友
愛
訪
問
活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

角館地区

講演を熱心に聞き入る参加者。秋田はつらつ高齢者輝き
マスコットキャラクター「ねんりん」も応援に駆けつけ
ました

い
っ
た
新
た
な
県
の
取
組
に
つ
い

て
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

友
愛
活
動
と
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
心
的
課
題

の
一
つ
で
、「
安
否
確
認
・
孤
立
防
止
」「
情
報
の
提

供
と
ニ
ー
ズ
の
把
握
」「
日
常
生
活
の
支
援
」「
生
き

る
意
欲
づ
く
り
へ
の
支
援
」「
悪
質
商
法
か
ら
の
防

衛
支
援
」
と
い
っ
た
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の

話
題

今号の表紙

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
届
け

・
ス
ー
パ
ー
こ
ま
ち

営
業
運
転
開
始

・
仙
北
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り

・
普
通
救
命
講
習
会

・
友
愛
訪
問
活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
国
道
46
号
角
館
バ
イ
パ
ス

全
線
6.1
㌔
開
通

・
ク
ニ
マ
ス

約
70
年
ぶ
り
の
里
帰
り

・
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
調
印

・
２
０
１
３
た
ざ
わ
こ
音
楽
祭

・
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

TOPICS

地
域
の

話
題 TOPICS

仙北市のできごとをお届け
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３
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
田
沢
湖
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
で
ク
ニ
マ
ス
里
帰

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
企
画
展
「
ク
ニ
マ
ス

と
共
に　

―
過
去
か
ら
未
来
へ
―
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
に
は
山
梨
県
の
協
力
に
よ
り

西
湖
で
人
口
孵
化
し
た
ク
ニ
マ
ス
の
稚
魚
が

展
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
期
間
中
、
大
勢

1元気に泳ぐクニマスの
稚 魚　2大 勢 の 方 が 訪 れ
たクニマス展示　3約 150
人の聴衆が訪れた特別記
念 講 演 会　4西 湖 の ク ニ
マ ス 成 魚 の 標 本 展 示　5
田沢湖でクニマス漁に使
用されていた丸木舟の複
製

ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
企
画
展

ク
ニ
マ
ス
約
70
年
ぶ
り
の
里
帰
り

田沢湖地区

5 1

2

　

３
月
17
日
、
た
ざ
わ
こ
音
楽
祭
が
仙
北
市

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
惜
し
く
も
亡
く
な
っ
た
故
・

本
田
武
久
さ
ん
を
偲
び
、
縁
の
あ
る
音
楽
家

が
集
ま
っ
た
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
本
田
さ

ん
の
学
生
時
代
の
映
像
が
流
さ
れ
る
な
ど
、

出
演
者
が
本
田
さ
ん
と
の
思
い
出
を
語
り
な

1藤田ゆうみんさんと角館町
出身の ha-j さんが素敵な楽曲
を披露　2特別出演の神代小・
中学校有志の皆さん。樺細工
の奇跡のピアノを縁に神代小
と交流を重ねたことから有志
が 集 ま り、「 翼 を く だ さ い 」
などを歌いました

２
０
１
３
た
ざ
わ
こ
音
楽
祭

本
田
武
久
さ
ん
を
偲
ん
で

田沢湖地区

が
ら
、素
晴
ら
し
い
歌
声
や
演
奏
を
披
露
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
２
月
、
秋
田
県
で
芸
術
文

化
で
活
躍
し
た
個
人
団
体
に
贈
ら
れ
る
芸
術

選
奨
特
別
賞
（
ふ
る
さ
と
文
化
賞
）
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

３
月
９
日
、
田
沢
湖
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン　

ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
で
仙
北
市
と
山
梨
県
の
富
士

河
口
湖
町
に
よ
る
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
時
に
遠
く
離
れ
た
自
治
体

間
と
の
相
互
協
力
体
制
が
必
要
と
の
認
識
か

ら
、
西
湖
で
ク
ニ
マ
ス
の
生
息
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
親
密
な
交
流
が
行
わ
れ
て

い
る
富
士
河
口
湖
町
と
今
回
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協定書に調印し握手を交わす、写真左から
佐藤峯夫市議会議長、門脇市長、渡辺凱保
富士河口湖町長、梶原武富士河口湖町議会
副議長

仙
北
市
と
富
士
河
口
湖
町

災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
調
印

田沢湖地区

1

2

の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
来

場
者
は
水
槽
の
中
を
元
気
に
泳
ぐ

ク
ニ
マ
ス
の
稚
魚
や
ク
ニ
マ
ス
が

西
湖
で
発
見
さ
れ
る
ま
で
の
歴
史
資
料
な
ど

に
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
10
日
に
は
特
別
記
念
講
演
会
が
田

沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
京
都

大
学
の
中
坊
徹
次
教
授
や
三
浦
久
さ
ん
（
田

沢
湖
）、
大
曲
農
業
高
等
学
校
の
大
沼
克
彦

教
諭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
田
沢
湖
の
再
生

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

34

　

仙
北
市
体
育
協
会
（
菅
原
陽
三
会
長
）
が

主
催
す
る
平
成
24
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式
が
３
月
23
日
、
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
で
開
か
れ
、
本
年
度
、
各
競
技
種
目
で

功
績
が
認
め
ら
れ
た
個
人
と
団
体
に
功
労
賞

や
栄
光
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
功
労
賞
》
故
・
藤
木
雄
一
（
ス
キ
ー
）　

茂
木

利
夫
（
山
岳
）
信
田
幸
雄
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

千
葉
勇
孝
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

《
栄
光
賞
》
田
沼
玲
子
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）　

藤
原
し
げ
子
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
）　

江
橋
麻

衣
子
（
卓
球
）　

高
山
陸
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

西
村
謙
一
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）　

山
崎
詩
乃
（
馬
術
）

伊
藤
雅
英
、
高
藤
久
晴
、
新
山
基
紀
、
猪
本

幸
夫
、
川
井
愛
美
、
川
井
萌
美
、
山
上
剛
（
以

上
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

平
成
24
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

48
人
、
６
団
体
を
表
彰

角館地区

《
奨
励
賞
》
仲
野
谷
美
晴
、
根
本
侑
子
、
佐

藤
綺
音
、
五
十
嵐
梨
花
、
高
橋
彩
香
、
田
口

侑
依
（
以
上
、
サ
ッ
カ
ー
）　

加
藤
瑠
菜
、
藤
原

華
音
、
三
浦
悠
（
以
上
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）　

門

脇
夏
紀
、
猪
本
麻
矢
（
以
上
、
陸
上
）　

下
村
美

緒
、松
本
匡
史
、村
田
輝
昭
、小
嶋
貫
太
（
以
上
、

ス
キ
ー
）　

藤
澤
晃
、
筒
崎
楓
、
阿
部
莞
奈
（
以

上
、
登
山
）　

古
谷
耀
、
須
田
忠
厚
（
以
上
、
野
球
）

中
島
優
斗
（
陸
上
）　

佐
々
木
竜
生
、
田
川
礼
、

畠
山
幸
輝
、
田
川
颯
、
畠
山
勇
輝
、
木
元
美

禪
、
湯
澤
瑠
奈
、
湯
澤
花
梨
奈
（
以
上
、
空
手
）

《
指
導
者
賞
》
田
川
悟
（
空
手
）

《
特
別
賞
》
冨
岡
司
（
駅
伝
）

《
栄
光
賞　

団
体
》
角
館
マ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
野
球
）

《
奨
励
賞　

団
体
》
角
館
高
等
学
校
山
岳
部

男
子
・
女
子
（
山
岳
）　

角
館
高
等
学
校
弓
道

部
男
子
（
弓
道
）　

生
保
内
中
学
校
女
子
剣
道

部
（
剣
道
）　

生
保
内
中
学
校
野
球
部
、
神
代

若
鮎
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
以
上
、
野
球
）

1FC サリスタ（県南女子サッ
カー）で全国大会出場した皆
さん　2永く山岳会の運営に
尽力した茂木利夫さん　3空
手の全国大会を含む数々の大
会で上位の成績を収めた佐々
木竜生さん　4受賞者を代表
しあいさつをする藤木浩一さ
ん　5県内の主要大会の多く
を優勝で飾った角館マックス

1

234

5

　

前
号
で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
２

月
に
下
見
に
訪
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

Ｓ
Ｂ
Ｓ
放
送
局
（
国
営
放
送
）
の
撮
影

隊
が
再
度
３
月
に
本
市
を
訪
れ
、
乳
頭

温
泉
郷
と
角
館
で
の
撮
影
が
実
現
し
ま

し
た
。
日
本
国
内
の
旅
と
食
文
化
を
紹

介
す
る
番
組
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

フ
レ
ー
バ
ー
」
で
す
。

　

こ
の
番
組
の
メ
イ
ン
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
、

ア
ダ
ム
・
リ
ア
ウ
さ
ん
は
、
６
年
間
日

本
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
日
本
語

が
堪
能
で
気
さ
く
な
方
で
し
た
。

　

西
宮
家
で
は
、
調
理
師
の
資
格
も
持
っ

て
い
る
ア
ダ
ム
さ
ん
が
料
理
を
す
る

シ
ー
ン
を
撮
影
し
、
屋
外
で
青
森
県
大

間
産
の
マ
グ
ロ
の
カ
マ
を
使
っ
て
備
長

炭
で
豪
快
に
塩
焼
き
に
し
ま
し
た
。
１

か
月
前
の
ロ
ケ
ハ
ン
で
は
、
母
屋
を
背

景
に
撮
影
を
す
る
構
想
で
し
た
が
、
雪

の
多
さ
に
驚
き
、
急
遽
、
母
屋
の
隣
に

あ
る
井
戸
の
前
に
場
所
を
変
更
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
武
家
屋
敷
通
り
で
撮
影

を
行
い
、
大
仙
市
太
田
で
は
、
き
り
た

ん
ぽ
を
味
わ
っ
た
ほ
か
、
石
川
県
や
愛

知
県
、
京
都
、
東
京
、
沖
縄
な
ど
日
本

各
地
で
の
撮
影
が
５
月
中
旬
ま
で
続
け

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、「
番
組
を
見
て
仙
北
市
を
訪

れ
た
」
と
い
う
外
国
か
ら
の
お
客
さ
ま

が
増
え
た
ら
、
我
々
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
し
て

い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
10
周
年
を
む
か
え

た
区
切
り
の
年
で
し
た
が
、
今
年
度
は

ま
た
新
た
な
気
持
で
、
仙
北
市
の
魅
力

を
今
ま
で
以
上
に
制
作
す
る
側
に
伝
え
、

撮
影
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）　 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーション
　　　　だより

Kakunodate Film Commission

地
域
の

話
題 TOPICS

仙北市のできごとをお届け
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●期日・会場／ ◆ 8 月 31 日（土）

▼陸上競技：秋田市八橋運動公園陸

上競技場　 ▼アーチェリー：秋田県

勤労身体障害者スポーツセンター　

▼フライングディスク：秋田市八橋

運動公園球技場　◆ 9 月 7 日（土）

▼水泳：秋田県立総合プール　 ▼一

般卓球：秋田市立体育館サブアリー

ナ　 ▼サウンドテーブルテニス：秋

田県身体障害者総合福祉センター　

▼ボウリング：ボウルジャンボ秋田

▼バレーボール（精神障害）：秋田市

立体育館メインアリーナ●申込方法

／ 4 月 22 日（月）から、市町村障

害福祉担当課で要綱や申込関係書類

の配布を開始します。また、同日に

当協会 HP にもアップロードします

ので、そちらをご覧ください。●申

込締切／ 5 月 31 日（金）　●問合せ

／一般財団法人秋田県障害者スポー

ツ協会　　 018-864-2750

FAX  018-874-9467

第１１回秋田県
障害者スポーツ大会

イベントセミナー・教室等

相談

社会福祉協議会
４月の心配ごと相談日程

　社会福祉協議会では、相談援助活動

として心配事相談を行っています。地

域や日常生活で抱える心配ごとに相

談員が適切な助言を行い、相談内容に

よっては関係機関へ連絡をとるなど、

心配ごとの解決の手助けをさせてい

ただきます。お気軽にご利用ください。

●日時・場所／ ▼ 10 日（水）13：

00 ～ 16：00・神代出張所　 ▼ 11

日（木）13：00 ～ 16：00・社会

福祉協議会角館支所　 ▼ 15 日（月）

10：00 ～ 12：00・社会福祉協議会

西木支所　 ▼ 17 日（水）13：00 ～

16：00・田沢湖総合開発センター　

▼ 25 日（木）13：00 ～ 16：00・

社会福祉協議会角館支所　●問合せ／

仙北市社会福祉協議会　 52-1624

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に

　行政相談委員は、総務大臣から委

嘱を受け、国の仕事などについての

苦情や意見・要望を受付け、皆さん

と関係行政機関との間に立って、そ

の解決を図る「行政と住民のパイプ

役」です。

　仙北市の行政相談委員は次の 3 人

の方で、自宅で相談を受付けていま

すので、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】
◆難波輝子　 43-0782
　田沢湖生保内字水尻 7
◆大楽進　 53-2690
　角館町七日町 34
◆小西範子　 49-2154
　西木町上桧木内字中泊 97

【４月相談所開設日時・場所】

▼ 10 日（水）13：00 ～ 16：00・

神代出張所　 ▼ 17 日（水）13：00

～ 16：00・田沢湖総合開発センター

●問合せ／仙北市総務課　 43-

１１１１

募集

　NHK 学園では、生涯学習通信講座

の受講生を募集しています。まずは、

無料の案内書をご請求ください。

●申込受付期間／通年　●問合せ／

NHK 学園 042-572-3151　案

内書請求フリーダイヤル　 0120-

06-8881

NHK 学園通信講座

（一社）角館町観光協会緊
急雇用（臨時職員）募集

　4 月 20 日から雇用予定の臨時職員

を募集します。

　震災対応事業のため、応募は東日本

震災求職者および仙北市民の方は平成

23 年 3 月 11 日以降に離職された方

限定とします。

　採用については被災求職者の方が優

先されます。

●募集期間／4月1日（月）～8日（月）

午前中　●申込方法：ハローワーク角

館へ履歴書をご持参願います。

（一社）角館町観光協会　 54-2700
①募集業種：【事務補助員 1 人】
②事業名：【観光案内コミュニケーショ
　ン・ツール活用事業】
　内容：観光案内・ホームページ更新・
　パソコン操作　ほか
③雇用予定期間：平成25年4月20日
　から平成 25 年 10 月 31 日まで

平成２５年度障害者雇用
支援月間ポスター原画の
募集

●テーマ／絵画：働くこと。または仕

事に関係のある内容のもの　写真：障

がいのある方が働いている姿を撮影し

たもの　●応募条件／絵画は障がい

のある方に限りますが、写真はプロ

以外であればどなたでも応募可　●

締切／ 6 月 21 日（金）必着　●申込・

問合せ／高齢・障害・求職者雇用支

援機構　 043-213-6209

平成 25 年全国地域安全運動
平成 25 年全国暴力追放運動

ポスターと標語を募集し
ます

【課題】

①防犯ボランティアの活躍

②子どもと女性の犯罪被害防止

③振り込め詐欺防止

④住宅を対象とした侵入犯罪防止

⑤暴力団追放

●応募資格／問いません。　●応募の

決まり／応募作品の裏面に、住所、氏

名（フリガナ）、年齢、電話番号、職

業または学校名、学年を明記してくだ

さい。（未発表のものに限る） ▼全校

統一ポスター：デザインは、B3 判、

A2 判相当のヨコ描きで、作ってくだ

さい。作品にスローガン（キャッチコ

ピー）の文字は入れないでください。

●日時／ 5 月 24 日（金）10：00

～ 11：30　●参加費／無料　●実

施種目／ボッチャ、フライングディ

スク　●会場／大仙市大曲体育館　

●対象者／大仙仙北地区在住の身

体・知的・精神障害者　●申込方法

／所定の申込用紙により郵送または

FAX で事務局へ（関係書類は 4 月

から協会ホームページでダウンロー

ドできます） 　●問合せ／一般財団法

人秋田県障害者スポーツ協会　　

018-864-2750　FAX  018-874-

9467

大仙仙北地区
障害者スポーツ教室

▼ 全国統一標語：応募は、1 課題に

つき一人 1 点。郵便はがきか、はが

き大のものにタテ書きで、1 枚の用

紙に 1 点のみお書きください。

●締切／ 6 月 7 日（金）　●応募先・

問合せ／〒 010-0951 秋田市山王

四丁目 1-5　秋田県警本部内　公益

社団法人　秋田県防犯協会連合会　

018-866-5315

神代地域の水資源につい
て語る集い

●日時／ 4 月 14 日（日）18：00

～　●会場／神代就業改善センター

●主催／神代地域上水道を実現する

会　会長　藤井義廣　●問合せ／

44-3555　藤井

お知らせ

平成２５年度慰霊巡拝に
ついて

　厚生労働省では、旧主要戦域等で戦

没者を慰霊するため、ご遺族を対象と

した慰霊巡拝を実施しています。平成

25 年度は次の地域で実施予定ですの

で、参加を希望される場合は下記まで

お問い合わせください。

●実施地域／旧ソ連、中国、硫黄島、

東部ニューギニア、フィリピン、イン

ドネシア、ミャンマー　ほか　●問合

せ／秋田県健康福祉部 福祉政策課

保護・援護班　 018-860-1319

読み終わった絵本やご家庭で眠って
いる絵本は

「スギッチ リサイクル文庫」
へ寄贈してください！

●回収する本／乳幼児向け・小学校低

学年向けの絵本（痛みが少なく再利用

に十分耐えられるもの）　●回収方法

／県立・市町村立図書館へご持参くだ

さい。（図書館がない市町村では公民

館図書室で受付）　●回収機関／通年

回収した絵本は、希望する幼稚園・保

育所等に配布します。ご協力をよろし

くお願いします。

●問合せ／秋田県企画振興部 総合政

策課　 018-862-5200

平成２５年
春の全国交通安全運動

　「平成 25 年春の全国交通安全運動」

が 4 月 6 日から 15 日までの 10 日

間実施されます。また、期間中の 4 月

10 日は「交通事故死ゼロを目指す日」

となっています。

【主な推進事項】
①子どもと高齢者の交通事故防止

②自転車の安全利用の推進

③後部座席など全ての座席のシートベ

　ルトとチャイルドシートの正しい着

　用の徹底

④飲酒運転の根絶

⑤横断歩行者の交通事故防止

　運動期間中を含め、市民皆様のご協

力をお願いします。

　　　　●仙北市交通安全対策協議会

　　　　●仙北警察署

　　　　●仙北地区交通安全協会

　　　ありがとう
　　　　　　　ございます

２月受付分（敬称略）

【社会福祉協議会へ】
・浦山小一（田沢字寺下）
・世古寸喜展世話人会
・五島まさを（神奈川県）
・佐藤文博（上荒井字寺村）
・門脇喜久也（門屋字上門屋）

善意

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

相
談

募
集

お
知
ら
せ

募
集

相
談

お
知
ら
せ

相
談
相
談

募
集

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

募
集

お
知
ら
せ

NAVI
お知らせナビ●お知らせナビ
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今だから伝えたい

かたくり群生の郷『初恋人への恋文コンテスト』

ときどき思い出す大好きだった人の面影。本当はあの時に伝えたかった。

愛おしい想い、伝えたい気持ち…。

かたくりの花言葉『初恋』にちなんで、あなたの心の中にひそんでいた大

切な思いを恋文に綴ってください。

●応募規定／ ▼未発表作品に限る。　 ▼ハガキ通信

面を使用し、字数の規定はありません。　 ▼エッセ

イ風・絵手紙風・一行詩でも、愛おしい想いを綴っ

たものであれば表現方法は自由です。　 ▼作品の

通信面を公開します。末尾に住所（県市町村まで）、

氏名（匿名はペンネームまたはイニシャル頭文字）、

年齢のみを記入。　 ▼ハガキ表面に住所・氏名・性別・

電話・メールアドレスを記入。　※個人情報は慎重

に取扱いし、本コンテストに関する発表や連絡、賞

品の発送などに使用し、第三者への開示はしません。

●応募資格／昭和生まれの方に限ります。

●内容／初恋人への思いを綴った恋文を募集。かた

くり館に掲示、表彰、2 月 10 日・紙風船で夜空に

打上げます。

●応募期間／ 4 月 25 日まで（当日消印有効）

●応募方法／ハガキによる郵送、または持参。

〒 014-0516 秋田県仙北市西木町小山田字八津

249-1（かたくり館内）

かたくり群生の郷保存会事務局 恋文コンテスト係

宛　 0187-47-3535（FAX 兼）

●問合せ／かたくり群生の郷保存会事務局 恋文

コンテスト係 担当 赤倉　 090-3218-8660 

E-Mail akakura@mbc.nifty.com
かたくり館ホームページ http://katakurikan.jimdo.
com/

平
成
24
年　

火
災
・
救
急
概
要

　

仙
北
市
に
お
け
る
平
成
24
年
の

火
災
件
数
は
、
10
件
で
前
年
に
比

べ
４
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

建
物
火
災
が
６
件
、
次
い
で
そ
の

他
火
災
２
件
、
車
両
火
災
が
1
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
全
体
の
火
災
件
数
は
60
件

で
前
年
よ
り
17
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
て
、
原
因
と
し
て
は
焚
き
火
・

ゴ
ミ
焼
き
等
、
が
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
常
日
頃
か

ら
心
が
け
、
わ
が
家
と
家
族
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
24
年
中
の
救
急
活
動
状

況
（
仙
北
市
内
）
は
、
出
動
件

数
１
３
８
１
件
、
搬
送
人
員
は
、

１
３
０
１
人
と
な
っ
て
い
て
、
前

年
と
比
較
す
る
と
件
数
で
21
件
、

人
員
で
10
人
と
さ
ら
に
増
加
と
な

り
、
過
去
最
多
件
数
と
な
り
ま
し

た
。
種
別
で
は
、
約
7
割
が
急
病
、

次
い
で
一
般
負
傷
、
転
院
搬
送
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
搬
送
が
6
割
以
上

を
占
め
、
急
速
に
高
齢
化
が
加
速

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
老
人
福
祉
施
設
か
ら
の
搬

送
は
１
割
を
越
え
て
い
て
、
今
後

も
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

消
防
広
報

平成２５年
春の火災予防運動
４月７日（日）～１３日（土）

【週間中の行事】
1 消防団駆け付け訓練
2 防火対象物立入検査
　（老人福祉施設）
3 住宅用火災警報器
　設置状況調査
4 消防水利点検
5 防火広報

【統一標語】
消すまでは　
出ない行かない　離れない

仙北市　仙北市消防団
角館消防署・田沢湖分署・西木分署

平成 24 年中の
火災件数

建物 7 件

車両 1 件

その他 2 件

平成 24 年中の
地域別救急件数
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ら
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セ
ミ
ナ
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・
教
室
等

相
談

イ
ベ
ン
ト

NAVI
お知らせナビ

トークショー＆サイン会
会場　角館樺細工伝承館

トークショー
日時　4 月 21 日（日）午前 11 時～

サイン会
日時　4 月 21 日（日）午後 2 時～

※参加方法など詳しくはお問い合わせく
ださい。

EVENT

◎入場料　一般・大学生1,000円（800円）
　　　　　中・高生500円（当日券のみ）小学生以下無料
　　　　　（　）内は前売り、15名以上の団体料金
　　　　　※常設展もご覧いただけます。
　　　　　この期間中は仙北市民も有料となります。

◎チケット取扱い　角館町平福記念美術館
　　　　　　　　　秋田魁新報社本社・支社・支局・販売店・さきがけ大町センター
　　　　　　　　　caoca広場・秋田テレビ本社・各支局・ローソン（Lコード21515）

◎主催　秋田テレビ／仙北市／秋田魁新報社　
◎企画　オギノマネージメントコーポレーション
◎協力　太田プロダクション
◎後援　秋田県・秋田県教育委員会・エフエム秋田・秋田県芸術文化協会

◎お問い合わせ　秋田テレビ事業開発部　０１８-８６６-８０３０
　　　　　　　　（9：00～17：00　平日）　　　　　　　　　

第 29 回国民文化祭・あきた 2014 応援事業

「
桜
」

広報せんぼく31 30Semboku  City  Public  Relations



4/ １ 月

２ 火

３ 水

４ 木
●神代幼稚園入園式
●神代・にこにこ保育園入園式

５ 金

●生保内幼稚園入園式
●生保内・角館・角館西・白岩小百合・中川・ひのきない保育園入園式
●生保内・神代・角館・西明寺・桧木内中学校入学式

６ 土

●おはなしかい　うさぎのみみ（総合情報センター 10：00 ～） P15

７ 日

８ 月
●角館・中川小学校入学式
●角館・角館南高校入学式

９ 火
●生保内・神代・西明寺・桧木内小学校入学式
●こころの健康相談（角館交流センター（相談室）13：30 ～ 17：00） P19

１０ 水

●かくのだて幼稚園入園式
●白岩小学校入学式
●チャリティーフリーマーケット（角館交流センター 10：00 ～ 15：00）

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P28

●行政相談所開設日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P28

１１ 木 ●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） P28

１２ 金

１３ 土 ●片岡鶴太郎展（角館町平福記念美術館 9：00 ～ 17：00）5 月 19 日まで P31

１４ 日
●神代地域の水資源について語る集い（神代就業改善センター18：00 ～） P29

●春の一斉クリーンアップ（角館地区 6：00 ～） P12

１５ 月 ●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10：00 ～ 12：00） P28

１６ 火

１７ 水

●傾聴ボランティア「えくぼの会」（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） P19

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） P28

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） P28

１８ 木

１９ 金

２０ 土 ●鉄道ファンに贈るレールファンタジー（田沢湖図書館）5 月 19 日まで　 P15

仙北市カレンダー ４/１月   ～２０土  

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　●印刷　㈱松本印刷

SR　友人の影響もあり自転
車に徐々に興味がわき始め
ました。雑誌やインターネッ
トで見てみるとすごいです
ね。パーツやデザインが豊
富で。今持っているのはぼ
ろぼろの自転車。パーツ交
換して復活させるのも楽し
そうです。最大の悩みは「そ
の自転車いつ乗るの？」

TR　市民バスケットボール
大会に出場しました。職場
で組んだチームなので楽し
くできればいいなぁと思っ
ていましたが、試合ではみ
んな本気モード！そして、
結果は予想外（？）の 3 位！
出場した皆さ
ん、お疲れさ
までした。

YR　家のまわりや道路脇に
雪がまだまだ残っていて、
春らしい景色にはもう少し
先になるでしょうか。広報
4 月 1 日号をお届けします。
新 年 度 最 初 の 号 と あ っ て
チョット厚めの 34 ページ。
正確に、見やすく、わかり
やすい広報を届けられるよ
うがんばります。

つ ぶ や き

広報担当者の
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平成 25 年度施政方針・当初予算

仙北市の人事異動と機構改革

市役所からのお知らせ

「協働によるまちづくり提案型補
助金事業」のご案内

図書館情報局

子育てインフォメーション

保健・健康の掲示板

国民年金だより

人間ドック助成制度のお知らせ
介護保険事務所からのお知らせ

スポーツ少年団活動案内

地域の話題

お知らせナビ

戸籍の窓口から・第 3セクター情報

カレンダー・目次

春の全国交通安全運動

春の火災予防運動

32Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく33

優勝チーム、
おめでとう！
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氏
名
（
保
護
者
・
住
所
）

メンテナンス休館日　4 月 8 日（月）
小桜舞子ディナーショー　4 月 29 日（月）
　18:00 ～お食事　19:00 ～開演　お一人様 5,500 円
感謝宿泊料利用券プラン　～ 4 月 19 日（金）まで！
　 3 名様以上でお申し込みください。
　・1 泊 2 食お一人様 6,500 円
　・1 泊 3 食お一人様 7,500 円
グラウンドゴルフ
　4 月 12 日（金）ＧＧ・ＧＢ合同安全祈願祭
　4 月 19 日（金）までグラウンドゴルフ場　無料開放
花葉館グラウンドゴルフ友の会会員募集中
　年会費一人 1,000 円　第一次締め切り 3 月 31 日（日）
　以降随時受付 会員特典 会員証提示でレストラン飲食
　代 5％割引　入浴料 50 円引き
年間プレイパスポート　登録料 1,000 円　証明用写真を
　1 枚お持ちください。
4 月大会予定
　4 月 20 日（土）月例大会　会員限定　参加費 500 円
　4 月 30 日（火）小桜舞子杯　オープン参加　参加費 1,000 円
　大会当日、出場者専用車両を運行します。
　角館駅 8 時出発　→　花葉館 8 時 30 分到着。

株式会社　花葉館　　　 　　　 55-5888

4 月 5 日（金）～ 18 日（木）　　 前蔵
　つるし雛と和のさげ飾り　和布パッチワーク展　高田スヱ子
4 月 20 日（土）～ 22 日（月）　　米蔵２Ｆ
　おしゃれな着物リメイク展　あんてぃーぶ
4 月 28 日（日）～ 30 日（火）　　米蔵２Ｆ
　着物リメイク展　心釉
4 月 27 日（土）～ 5 月 6 日（月）　　米蔵入口
　銀座歌舞伎座　開運の小槌
　　　　　　　～江戸時代から続く縁起物～

株式会社　西宮家　　　　 　　 52-2438

ゆったりくつろぐ「おすすめ日帰りプラン」
　町内会、老人クラブの各種ご宴会、会合にピッタリ！
　お料理 3,000 円～　（4,000 円以上のお料理ご利用の
　場合、お一人様につきお銚子 1 本サービス）
　ご利用特典①温泉入湯料サービス②ご宴会時カラオケ
　歌い放題③無料送迎バス準備いたします。
花いっぱいの仙北市、お花見のお供に♪
　八津のカタクリ、刺巻のミズバショウ、角館の桜、仙  
　北市の春は花満開！お花見弁当、立ち寄り昼食大歓迎！
　クリオンのお料理で楽しいお花見にしませんか？
　オードブル 6,000 円～、花見弁当 1,000 円～、折詰　
　2,000 円～　お花見期間（4 月 16 日～ 5 月 6 日）の　
　ご予約、大好評承り中。

西木温泉　クリオン　 　　　　 47-2010

第３セクター情報

 　　　　　　　　　　
　   

  

人口増減内訳
　・出生　16 人
　・死亡　48 人
　・転入　34 人
　・転出　32 人

人口の動き　      （前月比） 

  人口　29,527 人　  （－ 30）
  　男　13,807 人　  （－ 18)
  　女　15,720 人　  （－ 12）
  世帯　10,854 世帯（－ 16）

2 月届出分・敬称略
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内
字
山
口
）

畠
山
時
雄
（
82
歳
・
桧
木
内
字
山
口
）

國
安
勝
雄
（
83
歳
・
小
山
田
字
石
川
原
）

西
宮
モ
モ
子
（
83
歳
・
門
屋
字
上
門
屋
）

門
脇
夏
子
（
69
歳
・
門
屋
字
屋
敷
田
）

伊
藤
知
子
（
81
歳
・
上
荒
井
字
下
橋
元
）

佐
藤
ミ
ヱ
（
79
歳
・
小
渕
野
字
小
白
川
）

小
林
正
道
（
63
歳
・
小
渕
野
字
袖
野
）

お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

　
　
　
　 

氏
名
（
年
齢
・
住
所
）
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